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最先端の技術を使って 
暮らしに新しい便利さや楽しさを 
ビジネスに創造性や高い生産性を実現すること。 
それが、人と技術の理想をめざす 
日立の「インターフェイス」の願いです。 


Interface 

インターフェイスは、''人と技術の理想をめざす"日立のスローガンです ) 


株式會社日：^裂彳庄所宣伝部〒 101 東京都千代田区神田駿河台四丁目 B 番地電話 （ 03 ) 258 - 11 11 (大代） 
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本田技研鈴鹿が劇的な逆転初優勝 
大崎電気が独走で V 2を達成 


第13回日本リーグは、1月21日から後期が開幕、 
男子では前期全勝で首位を走っていた湧永製薬が、 
後期開幕戰で大崎電気に敗れる波乱の幕開けとな 
った。一方、本田技研鈴鹿は後期快調に勝ち進み、 
リーグ最終戦で1敗の湧永、2敗の本田が優勝を 
賭けて対決、見事本田が勝って同点ながら同点間 
の得失点差により逆転で初優勝を飾った。 

—方女子は V 2をめざす大崎電気が好調に勝ち 

〔男子〕 


進み、混戦をつづける2位以下を尻目に後期リー 
グ中ばに早々と優勝を決めた。 

[順位決定の方法] 

① 勝点の多いチームが上位 

② 同点チーム間の勝ち点の多いチー厶 

③ 同点チーム間の得失点差の多いチーム 

④ （全競技の得点）一（全競技の失点）=多い方 

⑤ 全競技の得点の多い方 


順位 


本田 

湧永 

大崎 

日新 

三 陽 

大同 

勝, 

敗 

分 

勝点 

同点間 

得点/失点 

差 


本田技研鈴鹿 

▽ 

• 16-17 

•16-22 

024-22 

024-21 

025-22 





36 

244 


1 






8 

2 

0 

16 

/ 

/ 

52 



\ 

020-16 

031-22 

〇 30—19 

030-17 

028-14 





33 

192 


湧永製薬 

017-16 

\ 

〇 28-19 

〇 25—19 

〇 31 —20 

020-18 





33 

241 


2 







8 

2 

0 

16 

/ 

/ 

47 



•16—20 

\ 

•20-23 

〇 32—23 

022-20 

030-16 





36 

194 


大崎電気 

022-16 

•19-28 

\ 

•28-29 

033-17 

027-21 






279 


1 3 







7 

3 

0 

14 


/ 

52 



•22—31 

〇 23 - 20 

\ 

035-28 

039-22 

031-15 






227 


日新製鋼 

•23-24 

#19-25 

■29—28 

▽ 

〇 33-31 

021-16 






250 


4 

• 19-30 

•23-32 

•28-35 




5 

5 

0 

10 


/ 

-15 



X 

028-26 

028-18 






265 


三陽商会 

•21-24 

•20-31 

• 17—33 

•31-33 

▽ 

•25-26 





55 

229 


5 

•17-30 

•20-22 

•27-39 




1 

9 

0 

2 

/ 

/ 

-52 



•26-28 

X 

〇 30- 15 





41 

281 


大同特殊鋼 

•22-25 

•18 - 20 

#21-27 

•16-21 

026-25 






41 

181 


6 





\ 

1 

9 

0 

2 

/ 

/ 

-84 



•14-28 

•16-30 

■15-31 

#18-28 

•15-30 

N 





55 

265 


〔女子〕 


順位 


大崎 

0 ビ 

立石 

シャト 

大和 

H 立 

勝 

敗 

分 

勝点 

同点 間 

得点/失点 

差 

1 

大崎電気 

\ 

029-21 

031-21 

044-27 

031-21 

029-14 

〇 33—21 

037-28 

037-36 

038-26 

〇 34— 27 

10 

0 

0 

20 


343 

/ 

242 

101 

2 

日本 ビクター 

•21-29 

•21-31 

\ 

• 15-23 

023-19 

031-24 

△19-19 

〇 25 — 18 

024-19 

〇 16 — 11 

〇23—18 

6 

3 

1 

13 


218 

/ 

211 

7 

3 

立石電機 山 鹿 

•27-44 

•21-31 

〇23 -15 

•19-23 

R 

018-20 

△14-14 

025-19 

020-17 

021-18 

022 -14 

5 

4 

1 

11 


210 

/ 

215 

— 5 

4 

シャトレーゼ 

•14-29 

•21-33 

#24-31 

△ 19-19 

〇20—18 

△ 14-14 

\ 

022-15 

△19-19 

△20 —20 

022-17 

3 

3 

4 

10 


195 

/ 

215 

-20 

5 

大和銀行 

•28—37 

•36-37 

•18-25 

•19-24 

•19-25 

•17-20 

•15-22 

△19-19 


022-18 

〇 30— 20 

2 

7 

1 

5 


223 

/ 

247 

-24 

6 

| 

日立栃木 

•26-38 

•27-34 

•11-16 

■18 - 23 

肇 18-21 

拳 14-22 

△20—20 

• 17—22 

•18-22 

•20-30 

\ 

0 

9 

1 

1 


189 

/ 

248 

-59 






























































1 部男子 


本田技研鈴鹿が 
最終戦で逆転優勝 


01月21日(土) 

山形*東根市民体育館 

日新鬚23(|:1|一26:|陽商会 

〔戦評〕立ち上がり、日新が攻守 
•¢0バ i フンスがとれ4—1とリード 
したが、三陽商会もディフヱンス 
を立て直し、リズムに乗つて14— 
13と，逆 feu て前半を折り返した0 
後半、日新は4点を連取して主 
導權を#い、追いすがる三陽商会 

を振り切った。 


^•000 703551500 

S 田間■塚川口男村原 


吉淸田大砂山浜実河吉 


K 


審 


中島' T 

高野 j P 


ff ] B 田山木斐野田本田中村 

[ Rif 武两高甲日堀藤池野木 

03 95 4033010 


f 11 lI 2 


20湧永製薬 


大崎電気 231218 

〔戰評 〕 M 永は主戦 GK •井藤を 
腰痛で欠きながらも、左腕ェース 
玉讨が前半だけで6ゴールをマー 
ク，新銳 CK 徐の活躍もあって12 
In と A : 崎を一点リードして折り 


返す。 

しかし、全日本総合で湧永に快 
勝して自信を持った大崎は、後半 
に入って宮下、首藤の両主砲が持 
ち前の強打を烈させて追撃 。 G 
K 矢内の再三にわたる好守もあつ 
て、後半中ばに 16 — 15 と勝ち越し 
その後は湧永のミスにも助けられ 
一気に勝利を握った。 


姐寸〇 01280312030 

Kr 田卷原村田川沢取田原塚 

則徐 川 

s 多酒河玉堀中長荷奥楹鎌 


20 


26 


( 2 ) 


K 

G 


審 


菅野一 T 
半田 j P 


1 


28 


につなげて8点を連取，後半の出 
だし(;も梁屋、立木ら.で着実にボ 
ィントを寒い、10分過ぎには23— 

12と大きく水をあけ-.一気に試合 
を決めた。 

大崎は、本田鈴鹿の積極的なデ 
ィフェンスの前に本来の破壊力あ 
ふれるロング攻撃が不発に終わり K 
要所のノーマークチヤンスも本田 G 


GK •橋本の果敢なキービングに 
阻まれ、反撃の足がかりをつかめ 
なかった。 


旦寸〇 07002440005 
们辺内岡田田藤田本迫田島下 

rL. 

(- A 渡矢松大武首中山越菅相宮 


K 

G 


審 


t 晰： 


«] 畑本砂島井木上藤屋口本村 

[^大橋真福藤立尾内粟田山山 
%*o 03007058413 


幻辺内岡田田藤田本迫田内下 

^ 和 

(* 渡矢松大武首中山越菅山宮 

#00410634000 5 123 

◊1 月22日(日) 

山形•東根市民会館 

fg118f 電気 

〔戦評〕前日、全勝の湧永を倒し 
た大崎が本田鈴鹿のスピーディな 
攻守の前に完敗、優勝争いから大 
きく後退した。 

本田鈴鹿は、前半中ば過ぎから 
4<崎の V ュ彳トミスを次々と速攻 


⑵三陽商会 30 f 1416 Msj 15 大同特殊鋼 


大同をじりじりと別き離前1---- 
で10|5と大差をっけ勝位を決め 
てしまつた。 


得 001222000233 
m 村吉中藤村生石井浜藤本取 


大 


) 上秋田内高朝明河横佐中名 


5 


(3) 


審 


上久保一 T 


并 . 


22 


( 2 ) 


T 


( 2 ) 


31 


:^川田家口塚川口田方村原 

111宇吉清田大砂山浜実河吉 
#000702654600 

◊1 月 28 日 (土) 

岐阜•岐阜県民体育館 


⑶ 

30 


湧永製薬 32 


T 5 I 121 


〔戦評〕今リ—グまだ1勝もぁげ 
ていない三陽だが、この試合は大 
同を前半から圧倒、大差をつけて 
初白星をぁげた。 

前半立ち上がり、両チームとも 
にシュートミスが多く、10分を経 
過して 411 と三陽リードの口 — 
スコアー。大同は全くシュートを 
決められず、僅か PT の1本しか 
得点出来ない。中盤から三陽は清 
家を中心に確実にシュ—卜を決め 
始め、リズムがつかめないままの 


117111 j 23 日新製鋼 

〔戦評〕開始15分までは追いつ追 
われつの展開だったが、それ以後 
湧永が徐々に点差をつけ、 15112 
で前半を終了。 

後半に入ると、日新の玉村への 
チェックが甘くなり、ロングシュ 
1卜がたて続けに入る展開となり、 
湧永が勝利を収めた。 


旦寸 005523233000 
q 田、田山木斐野田本田中村 

[0森武西高甲日堀藤池野木 


G 


審 • 鎌 S: 


K ] 田卷原村 a 川沢取田原塚 
徐 川 
cii 多酒河玉堀中長荷奥楹鎌 
^#0 028112043 2 00 


3 

2 

(5) 

T 

P 

(5) 

2 

3 


liln l 明 

〔戦評〕お瓦いにプレス気味の 
1 • 5ディフェンスを. L いた.が、 
ロングに決定打を欠く大同はボス 
卜へのパスが とおらず 攻め あぐむ n . _ 
これに対し、パスワークで勝る本 
田鈴鹿も3本の PT チャンスをつ 
かむが1本しか決められず、10分 
を過ぎて111の口^~スコア^—と 
なる。しかしディフェンスで徐々 
にべ ■ 1スをつかんだ本田はたて続 
けに速攻をくり出すなどして一気 
に点差を広げ前半を終る。 

後半に入っても本田の勢いは止 
まらず、セット、^0〇と着実に加 
点していった。大同は高村の欠場 
が痛く、 ぺースをつ かめない まま 
試合が終った。 


#0023212 
W 村吉中藤生川石井浜藤取木 

け上秋田内朝市明河横佐名植 


K 

G 


審 . IIE 


匕 ' 


4 


(3; 


T 


(5) 


C 畑本砂島井木上藤屋口本村 

S 大橋真福藤立尾内粟田山山 一 

得00 400 304 40 2111 28 

◊1 月23日(日) 

大强•大阪市立中臾体育館 
湧永議 30 guj I 

〔戦評〕高村を故障で欠く大同は 
立ち上がりから劣勢を強いられ、. 
フリースロ I から明石に ir たせる 




























第 13 回日本リー_グ後期 


作戦に出たが1 湧 / X の高いディフ 
十>スを实破.できず、着々と加点 
す.る層の序い湧永.に前半で13—5 
と 大き<差をつけられる n 
後1も湧永が0仄徐の好キ|プ 
から速攻を連発、商い打点からく 
り 出すサウ K ポ！-名取が一人□立 
つた大同を圧倒した。 


得 〇 〇 eo ?丄〇 〇 〇 5 〇 3 2 

S 村吉中藤屯川石井浜藤取木 

G 上秋 ffl 内朝市明河横佐名植 
GK 二審._轉〕 


水 


田卷原村田川沢取田原塚 

. n 

3多酒. M 玉堀中長荷奧棺鎌 

得 OQ5 ジ 152 4 515 〇 1 


6 


(3) 

T 

P 

( 6 ) 


30 


0 1月29 日 ( 日 ) 

神奈川.横浜文化体育館 

uwgluj M — 会 

〔戦評〕前半立ち上がりは一進一 
退の M 間、15分までは 616 の互 
角□しかし、ここから三陽は全く 
攻めあぐみ、残りの15分間を無得 


得〇 0 0 203413301 

1]川 m 家口塚川口田方村原 

1 あ 


清田大砂山浜実河吉 


審 


或 ^ 


鹿. 

鈴 


:畑本砂 Er 4:木上藤 MU 本村 


[1太辑 

m 寸 OG 


一真^藤立尾内粟田 III 山 


点 {■-: 終り、前半を終ってみれば12 
と本田鈴鹿が大きくリ—ド。 
後半も立ち上がり5分間三陽は 
無得点。これで前半から引き続き 
20分以上無得点で、これでは勝負 
にならない。着々と加点する本田 
が差を広げ、中盤からょぅやくリ 
ズムを取り戻した三陽をふり切っ 
た0 

◊1 月29日(日) 

佐賀•佐賀総合体育館 
大1 35(15201 11513128日新製鋼 

〔戦評〕前半、立ち上がりから大 
崎が差実に得点、10分には>^ -1 2 
とリードを奪ぅ。その後日新も次 
第に攻撃にリズムを取り戻し、；1: 
チームとも確実に攻撃チャンスを 
得点に結びつけ、得点の奪い合い 
となったが、20—13と大崎がリー 
ドを奪って折り返す。 

後半も互に激しく得点を取り合 
うが、ほぼ一進一退の互角の展開 
で、日新は結局前半を点差を詰め 
ることが出来ないまま終了。 


7 




T 


{4} 


30 


得0029630004001 

«田田山木斐野田本田中村 

31谷 

[0森竹西高甲日堀藤池野木 


K 

G 


審 


中本' 
福田‘ 


«辺内岡田田藤田本迫 EO 馬下 

^ 和 

U 渡 X *松大武首中山揸昔相 a 

〇 4 4 ] 8 4 〇 1 I 6 


8 

2 

⑵ 

T 

P 

4 

5 
3 


◊ 2 月5日(日) 

熊本•熊本県立絲合体育館 
S ! 永製* 228 HIi 1010 j 20 l - ii 商会 

〔戰評〕前半開始早々に三陽の G 
K 宇田川がサイド シユ I 卜を 再三 
好キープ。湧永の激しい攻撃に三 
陽は良く耐え、 15 分まで 414 の 
互角。その後も三陽の浜田の活躍 
で互角の勝負。これに対し湧永も 
サイド シユ— 卜で応酬、 14110 で 
前半を終了。 

後^-に入り湧永は引き離しにか 
かるが、三陽は砂川のサイドシユ 
1卜で 食い下がる。 14 分に ラフ プ 
レーから湧永•荷川取が退場、こ 
の間に三陽が 2 点を加え、 16117 
と1点差。.その後も一進一退が続 
くが、湧永が奥田が決めて 21 — 19 
と2点差とし、その後互いに1占 ( 
ずつ加えて22—20の2点差で終了。 


.姐寸〇 00202716020 
則川田家口塚川口田藤村原 

ill 宇吉清田大砂山浜安河吉 


審 




田卷原村田川沢取田原塚 

, 川 

多酒河玉堀中長荷奥横鎌 

01423121710 


1徐 


20 


( 2 ) 


( 2 ) 


22 


◊ 2 月 5 日(日) 

兵庫•神戸市立神戸中央体育館 

llils i _ 

〔戰評〕立 ち 上が〇、様 r をう か 


がいながらの攻防、その後個人技 
の応酬戦であった。日新は西山、 
高木を中心としたダィナミックか 
つタィミングシユートで加点して 
いく。また、山村の 9 割近いシユ 
|卜率も見逃せない。結局、 17— 
10 と本田が前半を 7 点リードで折 
り返した。 

後半も、中盤退場者が出るなど 
ラフブレーが目立ったが、本田鈴 
鹿のポスト、速攻、ミドルありの 
多彩な攻撃で危げなく勝利を収め 
た0 


傅寸〇〇 3640121011 
»田田山木斐野田本田中村 
31谷 

[0森武西高甲日堀藤池野木 


G 


F 


審 •=: 


g 畑本砂島井木上藤屋.口本村 

び大橋真福藤立尾内粟出山山 
#0 07201074126 

◊ 2 月5日(日) 

静岡.草薙総合運動場体育館 


9 

(3) 

T 

P 

⑵ 

30 


3ザ.〇〇 61 

g 村吉中藤生川石井浜本取木 


大 


上秋田内朝市明河横中名植 


G 


審 


ilia 兜 


:;5辺内岡田田藤田本迫田馬下 

n. 

0渡矢松大武首中山越菅相宮 
#0022265 60206 


◊ 3 月11日 ( 土 ) 

愛知•名古屋市総合体育館 
大崎電気 S 【§ 11148 1没三陽商会 

〔戦評〕開始早々、大崎電気は松 
岡の速攻、首藤、宮下の両大砲の 
力強いブレーで次々と得点す る。 
対する三陽商会は、大崎の高く厚 
い堅の前になかなか突破口をつか 
むこと ができない。 

後半に入ってもぺースは変わら 
ず、結局地力に勝る大崎電気が快 
勝した。 


大崎 i 5 rv 31(1516 M 8 7一 

〔戦評〕攻撃のリズムが今一つ単 
調で しつくりとこない 大同に 対し 
大崎は堅い守りからの速攻や宮下、 
首藤らのロング、松岡のポスト、 

中田のサィド、あるいはカットィ 
ンなど幅広く、柔軟性があり、ス 
ピ，•デイな展開で着々.と加点し.て 
いった0 

CTK の矢内の好守4風逃せない. 


#0 01501366000 

#] 川田家口塚川口田藤村原 
6日®^ 

一 B 羚 


2大同特株5 !!一宇吉清田大砂山浜安河吉 


22 




審 


細井一 T 
岩永 〕 P 


£辺内岡田田藤本迫田野馬下 

£渡矢松大武荇山越菅大相宵 
得〇 OKO39 4 1OO4 0G 


13) 


邪 


― 3 — 
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03 月 1 ,2 日(日) 

愛知•名古屋市総合体育館 

日新顏23〔||153,廳議 

〔戦評〕立ち上がりから日新製鋼 
は M 山らのパワ—あふれるプレ ー 
で次々と得点する。一方の大同特 
殊辦は、. H 新の厚いディフヱンス 

8 


u_^o 〇 7 043120001 

wf - j -古中藤村生井浜藤取田木 

< n 江 

. U 上秋 ㈩ 内高朝河横佐名海梢 


審 . I 1 E 


一 


K 

5 : m 田山木斐野田本田中村 

&释 

.[.0探武西高甲□堀藤池野木 

Q .0 31 ^ 2 2 3 2 2 0 2 1 


2019: 


(3) 
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P 
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灌永が i 点返した直,湧水 Gk 
#藤が速攻のバスカント-(-出て、 
本田•山村と体当りし、リタイア 
して前半が終了した。 

後半に入り本田が先行するが、 
湧永•河原がロングを打ち出し、 
10113 となつたスコア—を 12113 
までもどした。その後、井藤と交 
代した徐、本田 GK 橋本のファィ 
ンプレーの応酬があり、見応えの 
ある展開となったものの、湧永は 
井藤の交代が影響し、最後の踏張 
りがきかず、本田に追加点を許し 
逆転優勝をさらわれてしまった。 


5一寸002730011200 
k ] 藤卷原村田川沢取田原塚 

井酒河玉.堀中長荷奥橘鎌 


湧- 


の前に攻撃のリズムがっかめず、 
前半僅か3得点といぅ拙攻。 

後半、徐々に落ち着きを取”戻 
した大同は、高村、朝生で反撃に 
移るが、前半の大量失点をはね返 
すまでには至らなかった。 

◊ 3 月12日(日) 

栃木•栃木総合体育館 
本田技研。 

鈴鹿。 

〔戦評〕リーグ最終戦、それも優 
勝をかけてのゲームで互いに譲ら 
ず、常に1点差を保っ展開であっ 
たが、 GK 井藤を中心として湧永 
ディフェンスがゲームをコントロ 
1ルして序盤が進んだ。前半残り 
10分を切った頃、本田は0尺から 
の ワン パス速攻で2点差としたが、 


審 


許槪： 


16 湧永製薬 


J ®] 畑本砂島木上藤屋口本村子 

ぼ大橋真福立尾内粟田山山平 
得 003060331040 

〔ベストブレーヤ—賞〕 

GK 橋本行弘(本田鈴鹿) 
FP 西山清(日新製鋼) 
玉村健次(湧永製薬) 
宮下和宏(大崎電気) 
首藤信一(大崎電気) 
奥田新治(湧永製薬) 
山本興道(大崎電気) 
〔最高殊勲選手賞〕 

橋本行弘(本田鈴鹿) 

〔得点王〕 

西山清(日新製銅) 70 点 


I .最多得点賞 

宮下和宏(太崎1 K :- 55点 
西山 清 (日 新製鋼)55点 

〔最高得点率賞〕 

松岡寛(大崎電気) 0.6 P 

〔最優秀監督賞〕 

佐々木信男(本田鈴鹿) 
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T 
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◊1 月 29 日(日) 

大阪•大阪市立中央体育館 

大和銀行^⑽：：^^日立栃木 

〔戦評〕応援合戦の活発さが目立 
つたスタ1卜で、日立は山岸、尾 
苗の両ロングで先行したものの、 
地の利を生かした大和が早いパス 
ワーク からデイフェンスの甘 さを 
ついてロング、ミドルを連発して 
次々と 加点、 あっという 間に逆転 
し I 気に差を広げた。 


旦サ001014610124 
P 本津原永田岸苗村田毛井塚 

[ B 岡梅菅神柳山尾中岡石新飯 


審 




们見口田木村池本辺川田井尾 

U 増坂丸鈴上小藤渡異松平高 
#005554214112 


〔ベナルテイ—得点宵：. 

In 本®:道(太崎苽気)犯^ 
〔ベナルティ！獲得宵〕 

松岡寛(大蛤電気)20回 

〔新人賞〕 

明石康宏(大同特殊鋼) 


20 

4 
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P 
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後半、ディフヱンスを引き締め 
た日立は、山岸をオトリに逆の尾 
苗、飯塚のロングで追い上げたが 
前半の失点が大き過ぎ、全員得点 
の大和に押し切られた。 

月29日(日) 

神奈川•横浜文化体育館 
日 本9 (9110 一 9シャト 
ビクタ—1 110 I 9 J 1レーゼ 

〔戦評〕立ち上がり、動きに精彩 
のない日本ビクタ I はシユ—トミ 
スを連発し、シャ トレー ゼにリ I 
ドを奪われた。しかし、徐々にべ 
1スを取り戻し、前半1点差まで 
詰め寄る。 

後半立ち上がり、今度はシャト 
レーゼの動きが鈍く、退場者が連 
発、日本ビクターに逆転を許す。 
両チ ー ム とも 相手チ！ムの ミス ic 
乗じて加点するものの、相手を突 
き離すノーマ^ "" クシユートをはず 
し、一進一退の攻防を続けた。 
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5 — 


H 本ビ.クターの1点リー ドで 残 
り〇秒のノータイムフリ—スロー 
でシャトレ—ゼ海遒が劇的な同点 
シ rfl 卜を決め引き分けた。 


皆 


:'山藤崎道沼林寺原方俣宿田 

野 

ノ九エ嶋海黒小小江生小宇浅 
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K P 「_ .浜田 ' IT 
G F 【審小笠原 j P 
'■ >= . 、 1 > , 

幻 □ 橋藤田川條松本田藤井岡⑵ 

-[0小商武長枝下平根太エ松永 

得〇 057003020000 19 

<>1另29日(日) 

佐賀•伎賀県総合体育館 

fI 4 l 101 1 立石電機 
大崎電気^ 1 ^^—!!!)？：；^,鹿 

t . 戦評〕開始早々、尹のヵットィ 
ンで先行した大崎は8分過ぎ、野 

tt のシユ -~卜で4-5とリードを 

評したが、金玉花のシュートです 
かさず同点とし、松尾のポスト、 
金のミドル、 PT で得点を重ね主 
:導権を握った。 

浚半に入り、立石のシュ—トミ 


^ Mooo 311402442 

m 水烏口内口中崎本津山嘉村 

岡川山山江田野橋武中比石 


21 
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二審 •編 _jPT 


g 木方田尾永川原口田木花順一⑷ 
5々 . .玉秉- 
[ J 佐宗森松須前悔江1?鈴金尹 
0050 3 0 J 2- 0^0 8 s M 


スを逆に速攻に結びつけ、当りの 
出てきた尹を軸に着々と加点して 
大崎が危げなく6連勝を飾った。 

一方立石もボール出しからの速 
攻で勝機を狙ったが、攻撃力に差 
のある大崎にはかなわなかった。 
女子のゲームには珍らしく、激し 
く当り合ぅ好ゲームで あった。 

◊ 2 月5日(日) 

熊本 •熊本県 立 総合 体育館 
立石電機2 f 11 lc 
山 鹿 21 TIC 

〔戦評〕前半、立石は素晴らしい 
立ち上がりで野嶋のステップ、比 
嘉の速攻などでたちまち310。 
その後10分過ぎまで得点がストッ 
プ。お互いに攻めあぐんだまま今 
度は日立がじりじりと追い上げ、 

1点差まで詰め寄る。ここで野嶋 
が速攻のフォロ^ —で 7-5 とする。 


底力のある立石は着実に加点し、 
11—5 で前半を終了。 

後半に入っても立石の猛攻は続 
き、比嘉、野嶋が次々とシユート 
を決める。立石はメンバーチェン 
ジをしながらの余裕ある戦いにな 
る。この試合、特に比嘉の小気味 
よい動きが目立った。 

日立は前半11分までの無得点が 
最後までひびいた。 


14日立栃木 


得000130 03 40 21 
幻本津田岸苗村田毛井鶴塚 

5 日成 

C 0 岡梅柳山尾中岡石新吉飯 
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G 
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森山' 
■田原， 


H ) 本島口内口田嶋津山藤嘉村 

U 岡川山山江横野武中斉比石 
得00〇 2 20721152 
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◊ 2 月5日(日) 

兵庫•神戸市立神戸中央体育館 


W 大和銀行 


シャト97115 

レーゼー 112—9 J 

〔戦評〕前評判通り大和のディフ 
エンスがシャトレーゼを上回って 
いた。このべースでいけば6〜7 
点差の勝利を収めるかと思われた 
が、後半の立ち上がりは一進一退。 
中盤を過ぎた頃シャトレーゼがパ 
ヮフルで小気味ょいシュートを決 
めて同点に追いつく。しかし、大 
和も?丁2本を決めて残り5分に 
19—18と1点をリ—ド。逃げ切る 
かに見えたが、終了間際にシャト 
レ—ゼ.生方が同点シュ—卜を決 
めて引き分けた。 


得0010103203000 
们見口田木村池本辺川瀬田尾 

b 増坂丸鈴上小藤渡襄木松高 
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山藤崎道沢沼林寺原方岸宿 

['> 丸エ嶋海松黒小小江生山宇 
1#0 02330 0 00 4 6 1 1 19 

◊ 2 月5日(日) 

静岡•草薙総合運動場体育館 

§1 tVTl, ?1 B クタ！！ 

〔戦評〕大崎•尹のロングシュー 
卜で先行、ビクタ—のミスにつけ 
こんで着実に加占一。固さの見えた 
ビクタ—も 5 分過ぎから動きが良 
くな リ、長 m の ステ V .. フ 、恨本の 



















ポストシユ！卜で反撃---しかし守 
りの良い- K 崎は1相 f - のミスを n § 
い/速攻、ボストと得点をあげ、 
20 1 0と太き < リ j ドして前半を 
f した" 

後半、 S チームともリズムがつ 
かめなかったが、4分過ぎ大崎 • 
金のステップシュートで得占 r リ 
ズムを0かんだ。大崎は尹のロン 
グ、松/4のボストなどでリードを 
li ; げる > ビクタ—を武藤のロング 
皮川の速攻などで得点をあげるが 
スビード、テクニックでビクタ— 
を. h ® る.大崎の王勝である。 


^- on ^7 ^011300010 

dp 橋藤 田川條本田藤岡村内 

5小^ 武長枝 r 根太ェ永中山 
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分過ぎからビクタ|がぺースに彔 
り.、24:をリ—ド，武藤が退塌し 
ている間にも勝負をかけ〖!■/分には 
5点差とする*デイフェンス 、 G 
K とも動きの良くなつたビクタ1 
に対し日立は攻めあぐみ、得点を 
あげられない まま 弓き離された。 


得〇ハ 


5 : 本津原永田岸苗田毛井鶴塚 
( H 岡梅菅神柳山尾岡石新吉飯 
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■審•細 S 1 PT 


K 

幻木方 ffl Jl 永川原 n 田木花順|⑷ 
J 々 玉秉 

t 佐.;- iv 葆松埂前梅江野鈴金尹 

得 ooi 204420198 一31 

02月 18B (土) 

茨城■岩并総合体育館 

一:戰評〕 H 立のぺースで試合は始 
主ったが"前半9分、ビクターが 
追い5^ぃて4-14-となる。その後 
も' ビクター•枝川の速攻、日 
立■石毛のサイドシュート、ビク 
夕！武藤'□立. LJ 1 岸両キャブ 

テンの活躍で-進：退を続け、前 
t - は]21 1 2の H 点で終 r " 後半 1 0 


H ' l 口橋藤田川條本田藤岡村内 

CH 小高武長枝下根太 H 永中山 
?fo 〇 7 740140000 

◊ 2 月19日(日) 

山梨•緑が丘公園体育館 

大崎竜気33(1419|]011)21バー 


常に勝る大崎の快勝だった 

^ 〇 〇 6 7 3 〇1〇 oi 3 
：2山葉崎道沢沼林寺原方岸宿 
ヤ 野 
CV 丸千嶋海松黒 小小 江生 山 宇 


審 


菊池' 
羽田. 


18 幻木方田尾永川原口田木花順 


E 費 
彐賛 


〉佐宗森松須前梅江野鈴金尹 
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卜 

ゼ 

〔戦評〕前牙、試合開始から 4 分 
まで 4 1 1 とシャトレーゼが好調 
な滑り出しを見せ、ディフェンス 
でも大崎の尹と金の両エースを強 
くマークした。これに対して大崎 
も速攻とコンビプレーで応戦。 
徐々に尹と金のシュートに当りが 
出始め、松尾のポストプレーなど 
で前半を 19—11 と大きくリードし 
て折り返した。 

後半に入っても、大崎は両エー 
スを中心に松尾からませて多彩な 
攻撃を見せる。シャトレ！ゼは何 

とか反撃の糸口をつかもうとする 
が、点差は‘らぢまらず、総合力で 


大 

等-〇 00306033099 

◊ 2 月19日(日) 

愛知 •半田市 体育館 
i^n i 銀行 

〔戦評〕大和のスローオフで始ま 
ったこの試合は、さすが日本リ— 
グの一部の試合らしくスピーディ 
でスリリングな展開であったが、 
警告も多く荒っぽい面も感じられ 
た。前半は、立石は35本、大和は 
19本のシュートを打ったが、どち 
らも G K の好守や正確さを欠くな 
どで得点には至らなかったが、シ 
ュ！卜本数の多い分立石がリ—ド 
したと言える。 


¢0.寸〇 0722010 3 002 
n ] 見口田木村池本辺川瀬田尾 


大. 


柄？坂丸鈴上小藤渡襲木松高 


K 
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川森島： 


P 本島口内口中田嶋津山嘉村 


立 


n-R r 

得0 


岡川山山江田横野武中比石 


T 2 f(i ii 2 大和銀行 


浚节6分過ぎ{:大和が裝川のシ 
11 卜など で-時 [111111 の N 点 
に追いついたもの^12分過ぎに 
大和が2人の退場#を出し、その 
間に点差を つけられ たのが痛く、 
最後の5分ぐらいで頑張って得点 
をあげたが追いつくことはできな 
かった。 

◊2 月25日 (土) 

香川 •高松 市 総合体育館 

日 本， 

ビクタ- 

〔戦評〕立ち上がり体の動かない 
大和に対しビクターは得点の速攻 
などで io 点し6—1とする。その 
頃から大和の GK 増見が当り出し 
固さもとれた 丸田のロングなどで 
猛追を開始する。その後両チーム 
ともに 退場者を出すが、シュート 
ミスの多い大和を尻目にビクタ I 
が少しずつリズムを取り戻した。 

最後は、ビクターの一方的な展 
開となったが、白熱した好試合で 

あつた。 


得006107113000 
見口田木村池本辺川瀬田井 
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太. 


、増坂丸鈴上小藤渡異本松平 


G 


審 




e ' l 口橋藤 m 川條松本田岡村内 

CB 小高武長枝下平根太永中山 
:得〇 0610310 CS : 12000 


◊ 2 月 26 日(日) 

徳島■徳島市立体育館 
太® mmM 〔2014 II U 13 一27日立^木 

〔戦評〕前半、大略は松 m の速攻、 
前川の p T で着実に得点を m ねた 卩 
一方日立は、大崎の速い攻撃12手 
こずり、自分たちのゲームが つく 
れなかったが尾苗のロング、カッ 
卜で食い下がり、 14113 と1点差 
で折り返した。 

後半に入り、大崎は金を中心に 
ゲームを展開した。日立は大崎の 
スピードに追いつけず涙を飲んだ。 


#000218921121 
5 f 本津原永田岸苗田毛: lh ハ鶴塚 

CB 岡梅菅神柳山尾岡石新吉飯 


G 


審.慨ザ 


幻木方田尾永川原口田木花順 
1々 玉秉 
U 佐宗森松須前梅江野鈴金尹 
日一寸〇 016171110106 
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◊ 2 月 26 日(日) 

京都•京都市体育館 
立石電機4 f 8 i 9 J , 
山 鹿1 


V ヤ 


T 5 j 1レ 


ゼ 


〔戦評〕立石の比嘉、野嶋、シャ 
トレーゼの海道、松沢の活躍で両 
チ！ム ー進一退の展開、15分経過 
して515の熱戰 となった。. 1 T 石 
のミスが連続し、シャトレ—ゼが 
黒沼、山岸の連続シュートで引き 
離しに.かかるが、立石も相 f - ミス 
からの速攻で 得点して； 一らず、前 



























半を 一 点差で終/。 

.筏半 出/ i しに->ヤトレ—ゼ嶋崎 
が連続ゴ—ルし" 1118 とシャト 
レ—ゼ ® 泣に展開。しかし立石も 
比嘉'野嶋の踏んばりと GK の好 


^-003 I 3 3000220 

hjfjl 集崎道沢沼林寺原方岸宿 

+ 野 

U 丸干呜海松黒小小江生山宇 
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G ] 本^口内口中 m 嶋津山嘉村 

い岡川] II 山江田横野武中比石 

00 0 00052430 


4 


T 

P 


4 


守で 一 歩も譲らず、12—11と1点 
差まで追い上げた"その後も一進 
一退で 1 点差のまま 展開し、 残り 
2 分から立石•野嶋が連続 ゴール 
し、 終了 3 秒前に同点と して引き 
分けた。 

◊ 3月4日(土) 

埼玉.戸田スポ—ツセンター 


大崎電気 37 


- N 815 ノ 
11 
9 1 

广1 2 J 


36 大和銀行 


〔戦評〕すでに優勝を決めている 
大崎に対し、今リーグー息調子に 
乗れない大和の対戦だが、激しい 
〃打繫戦"を展開した。 

前半立ち上がりは大和が先行し 



た。 15 分まで 〇〇-7と1 点をリー 

ド。しかし、 ここから 大和が少し 
攻めあぐみ、大崎が金を中心に得 
点をあげて逆転、じりじりと点差 
をつけ、 18115 で lllr 半を折り返す。 

後半も立ち上がけは大和のリズ 
ム。5分には19—3と追いつく。 
ここから大崎の金"尹、大和の丸 
田、小池、鈴木らの激しい打ち合 
いとなり、 全くの一進一退。結局 
37 I36 と 1 チームの最高得占 (、1 
試合の両軍合計得点の新記録をつ 
くり、大崎が 1 点差で逃げ切って 
全捲で優勝を飾った。 


但サ〇 085474100 7 0 

P ] 見口田木村池本迢川瀬 ffl 尾 
矛 

U 増坂丸鈴上小藤渡襲木松高 


36 


( 2 ) 


G 


審 


浜田一 T 
島田 〕 P 


S 3 木方田/ 1 永川原口田木花順 
玉策 

£佐宗森松須前梅}: d 野鈴金尹 
専〇006 0 30 512128 


(3) 


37 


◊3 月12日(日) 

愛知•名古屋市総合体育館 
日 本 3 81199 立石電機 
ビクタ— 2 1 15 —sj 1 山 鹿 

〔戦評〕両チームともにょく動き、 
見応えのある好ゲームとなったこ 
の試合、立■石は比嘉がすばらしい 
ステップ ヮ—ク で前半7点をたた 
き出す大活躍."日本ビクターもキ 
ヤブテ A 武藤 -':〇 〇ンケ、また' 息 
のあ.づたポストプレーで応戦し、 

ほぼ互角の展閣 となる： 


後半に人り、ビクターは半速攻 
から武藤、長田が豪快に打ち込み 
主導権を握る。立石も野 Al を軸に 
追いすがるが及ばなかった。 


得0000011231 


:本烏口内口中田嶋津山嘉村 
岡川山山江田横野武中比石 


9 


(5) 


P 

F 


審 


⑴島 〕 T 
森 J P 


e ' l 口橋藤田川條本田藤岡村内 

( 0 小高武長枝下根太ェ永中山 
#009631310000 


(4) 


17 日立栃木 


◊ 3 月12日(日) 

栃木•栃木総合体育館 
シャト 28IC 
レーゼ 2 ui 

〔戦評〕シャトレーゼが先行する 
ものの、エース海道のシュートが 
日立に研究されてオフヱンスのリ 
ズムがっかめず、得点がのびない。 
そこを日立が山岸、锘苗で追い上 
げ、前半同点で折り返した。 

後半に入り、シャトレーゼ海道 
がいきなりロングシュートを決め 


得000109“ 512150 
^]本津原永田岸苗田毛井鶴塚 

5 岡梅菅神柳山尾岡石新吉飯 
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相類： 
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( 2 ) 

T 

P 


Ki 山 腿帧道 沢 沼林寺方吊沢俣 一 12] 

U 丸 J :_ ;s 松黒小小 -1-- 3IE 野小 

6 43104300 22 


たが、 口 立 も )4苗がすぐに決め、 
1 点を争ぅゲ—ムとなった。中盤 
にかかる頃、日立のオフェンスを 
シャ トレー ゼが速攻に緖びつけ、 
さらに生方がロングを決め、突き 
放すかに見えたが、日立も吉錐を 
オフェンスのみに投入する ことに 
よりボールが回り、司点とする..- 
しかし、 シャ トレー ゼが ここで 再 
び突き放し、 3 点とし、 さらに■そ 
の後も日立を抨え終了した。 
〔ベスト プ レー. ヤ—賁 〕 

GK 小口明子(日本ビクタ 1) 
FP 金玉花(大崎電気) 

尹乗順(大崎電気) 

海道元子(シャトレ ー. ゼ) 
松尾輝^- ( 大崎電気) 
武藤夕起子(日本ビクタ ー) 
丸田紀子(大和銀行) 

〔最高殊勲選手賞〕 

金玉花(大崎電気) 

〔得点王〕 

金玉花(太崎電気) 114 点 

〔最多得点賞〕 

金玉花(大崎電気)99点 

〔最高得点率賞〕 

尹乗順(大崎電気) 〇 • 689 
〔最 II 秀監督貸〕 

李相玉(大崎電気) 
〔ペナルティ—得点賞〕 

長田友子(日本ビクタ I ) 32 点 
〔ペナルティ—獲得賞〕 

根本幸枝£ H - f ビクタ 1 1 .19 闽 
〔新人賞： 

比盛晴參 m 立石 m 機山鹿 1 
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◊1 月 29 日(日) 

神奈川.横浜文化体育館 
一-一景 28fll 11 5 j16 大阪ガス 

t 栽評〕大砲不在の両チ！ムの対 
戦"ミスの多い大阪ガスに対し、 

-.1 一景は激しいディフヱンスとスピ 
—デ f なボール展開で終始試合の 
:!1導榷を握り、前半で12—5と勝 
.負を決めた。 

後' r - は点の取り合いとなるが、 
.前半め貯金を生かし、余裕のある 
M 4:連びをする三景が楽々と逃げ 
筘ゥた。 


.辟〇 2104221202 

g 1 合坂田森砂 


.梅奥加竹中長水田藤高 
sFPIt 審.=1 


1 m 川橋村藤永司士川藤谷山原 

金 


三 


. U 北長田近福郡福西斉大小木 

等000410394241 


◊1 月29日 (日) 

佐賀•佐賀県総合体育館 
豊 田2 f 15 l ]6 l 〇本田技研 

自動織機上17|113熊本 

'戦評〕前半、豊 [!! 自動織機がリ 


—ドして は本田技研熊本が追いつ 
くといぅ試合展開で、前半終了直 
前に本田•川崎の速攻で得点 、16 
—15と本田技研熊本のリードで前 
半を終えた。 

後半、前半同様追いつ追われつ 
の試合展開で、ディフヱンスカに 
勝る豊田自動車が辛勝。 


但寸000035168124 
幻尾本野田代村中口崎野伯野 

S 中宮矢荒三松田山川長佐長 
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杳*?二 


16 a ] 田村江畑野山内嶺田浦 


自 


;柴中蟹奥大諫山笹鎌杉 


2)得00 11623 C 
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28 


◊ 2 月4日(土) 

神奈川•相模原市立総合体育館 
三 最 31(161511810)18 日^建材 

〔戦評〕立ち上がりは互角の試合 
展開であったが、15分過ぎから三 
景の激しいチヱックの前に日鉄建 
材は ミスを 連発、連続速攻を許し 
てしまう。 後半も完全に ぺースを 

つかんだ三景が一方的に 押しまく 
り、快勝した。 


得〇 〇 〇 〇 5 2 6 3 〇リ6 
Jg 上村本 Q 辺山原 JJI 本嶋 

[ R 岩川霜杉山池上 tm 古若玉 


審 




«) 川橋村藤永士川藤谷山原 
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\— r 
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北長田近福福西斉大小木 
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トヨタ 1 5 1 7 
車体 ZS —121 自動織機 

〔戦評〕立ち上がりトヨタ車体の 
連続退場の間にあげた得点を豊田 
自動 織機が守り、前半は 715 で 
折り返した。 

後半開始直後、連続得点で一度 
は追いついた トヨタ 車体だが 、 G 
K 宮田の退場の間に3点差をつけ 
られてしまつた。 

後半残り10分で吉続が失格処分 
を受けたが、これで奮起したトヨ 
夕車体はスピーデイな展開から一 
挙に逆転し、勝利を収めた。 

両チームの GK の好守が光った 
試合であった。 


但寸0015136003 
1®)田村江畑野山内嶺田浦 

柴中蟹奥大諫山笹鎌杉 


1 審 .SPT 


F 


:;2田林續野島合長井野川山上 

2 保 

[? 宮村吉長君河藤松平平久井 

#004334150010 


0 2 月 5 日 (日) 

神奈川■相楔原市立総合体育館 


\ へ9 1 5^_ 
8 11* 

r 9 14 

广-4|1、 


29日鉄建材 


ト ヨタ C 
自動車。 

〔戦評〕日鉄建材は、トヨタ自動 
車に対してょく健闘し、上山の口 
ングシユートなどで対抗した。特 
に、後半の立ち上がりトヨタ自動 
車が2人退場した ところで 2点差 
まで 詰め寄ったが、その後地力に 
勝るトヨタ g 動車が速攻などで着 
実に加点して逃げ切った。 


但 ro 045316100 
W 鳩村本口辺山原本嶋 

CB 岩霜杉山池上清若玉 
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=: 


¥] 井森井田井江西野坂村尾元 

eg 西富香川酒堀中平白田松杉 
但寸007734233063 


38 


中村荷役20 


816 
112 I 8 J 


，.卜3夕 

，車 体 

〔戦評〕前•後半を通じてお互い 
に決定力を欠き、得点の低いゲー 
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( 3 ) 


姐寸0 01332 
5:田林續野島合長井野山上野 
帥« 

5:宮村吉長君河藤松平久井崎 
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審 


碰 J11 ^ 


⑴⑴井塚尾田村木成本戸田田口 

右飯三塚中大下松堀池飯坂 
21#002204150321 


中 • 


ムとなり、後^残り5 分ぐらい ま 

で.1点を争ぅ. ゲ -^となったが、 

終了 5分前頃から中村荷役は速攻 
がたて続けに決まり、6点差で逃 
げ切った。 

◊ 2 月 18 日(土) 

三重•ジャスコ体育館 
トヨタ6 flo —81 3トヨタ 
車体2 l 16—15 j 2自動車 

〔戦評〕立ち上がり両チームとも 
少々固さが見られ、攻防のミスが 
続いた。また、その後シユートも 
両チーム GK が好守し、一進一退 
の展開であった。チャンスをつか 
んだのが車体で中盤過ぎ GK が速 
攻を防ぎ、その後ぺースに乗り前 
半を終了。 

後半、トヨタ自動車は1点差に 
追いっき逆転をねらったが、 トヨ 
夕車体もディフヱンスに粘り、追 
いすがるトヨタ自動車を徐々に弓 
き離し勝利を飾った。 


但『007 10 21020100 
«井森井田井江西野村尾上元 

S 西富香川酒堀中平田松村杉 
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，松ヶ谷 ) T 
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5 j 田林續野島合長井野山上野 

S 宮村吉長君河藤松平久井崎 
得 0035103230000 
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豊 田 


25 


gll 


20大販ガス 


自動織機， 

〔戦評〕立ち上がり両チームとも 
攻撃に決め手を欠き、10分に大阪 
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ガスの31 f 14.■スロ 1- ベースのゲ 
1 A 展11となったが、奥畑のミド 
ルシユ t 卜などで逆転した豊田自 
_微撰が2点をリ—ドして折り返 
した“ 

後半に入り、大阪ガスも中村の 
サイ： F シ ュートな：# で 追い上げた 
が、 味方の退場のピンチに逆に リ 
!ドを広げた豊田が終始余裕をも 
，て逃げ切った。 


#- 0 33164300 

XJ 田！：？地志村田谷坂田 

[*■ 福奥加竹中長水田藤 
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—LfJ 、 
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審 




g 田 fj ' 江烟野山内嶺田田浦 

■[ S 柴中蟹奥大諫山笹新鎌杉 

得 G Or :3 74250040 

02 月 18 日 (土) 

三重 ■ ンヤスコ体育館 


20 
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三 景 30 


替えがスムースになり、速攻が連 
続し、4点差までリードを広げた 
が、三景のポストを中心に変化さ 
せる攻めを止め切れず、さらに P 
T 、 ノーマークを GK に止められ 
て得点が止まり、20分には同点と 
なってしまつた。ここで、三景 GK 
が再び PT を止め、逆にその後三 
景が PT を決め逆転し、その勢い 
で一気に加点して試合を決定した。 


sooo 306531511 

«井塚尾田村木成本戸田田口 

: 戸 


中 


石飯三塚中大下松堀池飯坂 


25 
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.審•軸 ® PT 


m ] 川橋村藤永士川藤谷井 

CH 北長田近福福西斉大小 

得 0061044609 


(5) 


本田技研 3 f 16 l 14 


1114125日鉄建材 


( lil'Bj S 中村荷役 

〔贱評 } 試合開始から序盤にかけ 
て、！：チームとも速攻、セットに 
ょり.効率ょく得点したが、中村が 
三累のセットオフェンスのパスカ 

ットからのルーズボールを速攻に 
結びつけ、主導権を握るかに見え 
たが、シユ！卜が不確実で得点が 
統かず.同様に三景も中村のディ 
フ苽ンスをくずしながら 再三のシ 
ュ I トチヤンスをはずし|進.一退 

.となつた G 

後半に人り、中#の攻守の切り 


熊 本 317111 

〔戦評〕本田熊本は日鉄ディフエ 
ンスをゆさぶらないうちに強引に 
パスを通そうとし、それを読まれ 
パスが通つた地点でディフヱンス 
に止められる場面が多く、攻めの 
リズムがつかめなかつた。一方日 

鉄は、山 口がうまい動きから自ら 
シユートを決め、 さもなくば マ— 
クを引きつけ、他のディフヱンス 
が薄くなり、前への詰めが遅れが 
ちなところを長身の上山が得占(す 
るパタンを中心にし、サイドの 

ボジ>ヨンチ . ■!.> 1 >なとの切り崩" 
L を^りまぜ加点した r しかし、 


ここまで 速攻の出足の よさが 空回 
りしていた本田熊本が日鉄のミス 
を生かしはじめて追い上げ、セツ 
卜の攻撃も強引なシュートを日鉄 
が止め切れなくなり、一気に逆転、 
そのまま試合の流れを決定づけた。 


但寸000551922010 
^)嶋上村本口上山山原川本嶋 

、岩川霜杉山池上外清古若玉 
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⑸和尾本野田代村中口崎野伯野 


[« 中宮矢荒三松田山川長佐長 
#002425299000 

◊ 2 月 19 日(日) 

山梨•縁が丘公園体育館 
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30 W 田技 _ 28 1 1216||1312 1 25|二景 


熊车， 

〔戦評〕前半立ち上がりともに動 
きが固く得点できなかったが、 3 
分過ぎからようやくゲームが流れ 
始め、ほぼ一進一退の展開となる。 
中盤まではどちらかと言えば三景 
* 位の展開だったが、20分を過ぎ 


#0062034505 
^川橋村藤永士川藤谷山 

[ H 北長田近福福西斉大小 
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£中宮矢荒.一.1松田山川長佐長 
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00 
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てから本田能一本のリズムとなり， 
一気に逆転、4点をリードして前 
半を折り返す。 

後半も、両者互角の展開で、少 
しずつ三景が追い上げ、残り5分 
を切って2点差までしたが、本田 
熊本がしっかり逃げ切った。 

中村荷役27(1710||810|18日鉄建材 

〔戦評〕 立ち上がり、ともに シュ 
1 卜が 決まらず、5分で日鉄の1 
I 〇 といぅ ロースコア 10 それでも 
全くの一進一退の点の取り合いで、 
前半を 10110 の同点で折り返す。 

後半に入り、10分頃まではほぼ 
互角の展開だったが、ここから中 
盤、日鉄が中村デイフヱンスを攻 
めあぐみ、シュートミスも多く、 

10分以上無得点。ここで一気に引 
き離されて勝負は決した。 


相 r 000215513010 
5 g 嶋上村本口辺山山原川本嶋 

[ B 岩川霜杉山池上外清古若玉 
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村 戸 
) け石飯三塚中大下松堀池飯坂 
4#002306262420 
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◊2 月19日(日) 

愛知•半田市体育館 
トヨタ〇115116〕〇豊 田 
自動車 3 l 15 l 14 j 3 自動 

1:戦評〕立ち上が-り二 shiljl 
槪は贤 VI :の? K 続廿ィドシュ I 卜で 


- d - 























リ—ドし、 10 分に IJ : 5点恙がつい 
たが-トヨタ S 動もじわじわ追 
い|げ、20分には i - d 点とした"終 
了間際. -2 本の PT を得た#田 s ' 動 
織機.が1点のリ ー ドをして前半を 
終了した。 

後半はトヨタ自動車のリズムで 
展閣， .' : \7 分には逆転したが、 こ 
め試4点をあげた豊田自織の山 
内のロングシュ^—卜が決まり、一 
進：退の内容となった。その後、 
トヨタ自動車も引き離す ことが で 
きず、#田自織の粘りに合い引き 
分けた。 


得 Q 02890033050 

4 L 1 井森井田井江西野坂村尾元 

的 

S 叫富香 Jil 酒堀中平白 ffl 松杉 
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一 =: 


和 b 村 n : 畑野山内嶺田田浦 

蟹奥大諌山笹新鎌杉 

得 CJGCO 413 11 0030 
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30 


01r^fi'30v^0000 
2 W 钵續野黯台 M - 井野田 II 野 
咐 保 
S . 打村吉長沿河藤松平久并崎 


K 


審 


夏目 ' 
秋山. 


田野地志村田田坂田 

灯 森 
レ福奥加竹中長水田藤 
得〇 15043 11 410 
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1 f 27 車体 

S 評〕大阪ガスの堅いディフエ 

ンスからの速い攻めが冴え、前半 
15 分. には5 点をリードし、前半終 
了時には8点差をした。 

後^は、トヨタ車体が必死に追 
い上げるが、あせりからのミスが 
目立ち-，また大阪ガス0尺福田の 

好守もあい、差は徐々に広がった。 


/ B 寸〇 073 12 1200 

幻上村本辺山山原本嶋 

[0川霜杉池上外清若玉 
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岡本 ■ 
中川. 


g 田村江畑野山内嶺田田浦 

㈤ 柴中蟹奥大諫山笹新鎌杉 

#006 3 7 
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9 
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H St 剛 U 114 車体 


◊2 月 25 日 (土) 

香川.高松市総合体育館 

ri^ilIMIjf 鉄建材 

〔戦評〕両チ I ムとも初歩的なミ 
スが連続し、一進一退のゲーム展 
開で前半を終了する。 

後半に入り、豊田自動織機は確 
実に得点を重ねた。豊田の山内、 
大野、蟹江らのミドル、ロングと 
多彩なシュートが目立った。一方 
の日鉄建材は、上山のロング、杉 
本のカットインが光り健闘したが、 
後半の中ばよりム—ドによく乗つ 
た豊田が逃げ切った。 


\ 3夕 
L 14 I 1 1車 

〔戦 fi 前^は‘三景がトヨタ車 
体のミスをぅまく速攻につなげて 
確実に加点、トヨタ車体も速いパ 
ス回しで攻めるが、大事な所でミ 
スが出て5点に とどまる。 

後半に入り、トヨタ車体もパス 
がつながり、必死に追い上げるが、 
三景の GK 長橋の好守に阻まれ、 
敗れ去った。 


但寸003522010010 
g 田林續野島合長井野山上野 

cm 宮村吉長君河藤松平久井崎 


審 


I 順： 


川橋村藤長士川藤谷山原 


金 

北長田近福福西斉大小木 


( 3 ) 
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◊2 月 25 日 (土) 

熊本•本田技研熊本体育館 

l ^ ili — ガス 

〔戦評〕立ち上がり2チームとも 
固さがあり、大阪ガスの1点リ！ 
ドで10分までいったが、本田技研 
熊本の速攻が決まりだし10—6と 
逆転。しかし、本田熊本に前半終 
了 5分前からミスが多くなり、結 
局1点差で前半を終る。 

後半、立ち上がりより1点を争 
うゲームとなったが、15分過ぎか 
ら本田熊本の速攻が決まりだし、 
そのままリードを^げて逃げ切つ 


た。 

1#0 4 3 51.4 3 10 
A 1 田地志村田谷坂田 
^ 森 
レ福加竹中長水田藤 


審 


0 


p 尾本野田代村中口崎野伯野 

x 中宮矢荒三松田山川 M 佐長 
得0000333114040 
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14 Shsvslyov 中村荷役 

) 〔戦評〕トヨタ自動車が立ち上が 
(0りょ句速攻、ロングで点を取り、 
T また中村荷役もベテラン飯田、松 
P 本を中心に点を取り合い、1点を 
争ぅゲームになる。 

後半8分過ぎから 中 村•三尾の 
ロング•下戸成のミドルなどで4 
点差をつけたが、15分過ぎから卜 
ヨタも川 田を 投入し、 杉本の ロン 
グなどで盛り返し、終了1分前に 
25125の同点、終了 2秒前に香井 
の劇的なシュートで逆転勝ちを収 
めた。 


#0 010100350132 
の井塚尾 ffi 村木成本戸田田口 
1 T 戸 
石飯三塚中大下松堀池飯坂 


審 




$) 井森井田井江西野坂村尾元 


自一 X 


CP 西富香川酒堀中平白田松杉 
03444030026 


02 月 26 日(日) 

熊本.本田技研熊本体育館 

^ Hs I ガス 

〔戦評〕立ち上がり トヨタの シュ 
—トミスから 大阪ガスが速攻で2 
点を リー ド。 しかし、トヨタは 杉 
本の ロング、 PT などで8 分には 
3 1 3 の同点。 15 分には 5 1 3 と 
逆転した。しかし、大阪ガスも長 
田、竹志のミドル、サイドシユー 
卜で加点、 GK 福田のナイ スキー 
ピングもあって 10 |9と1点リー 
ドして前半を終了。 

後半に入ってからトヨタに速攻 
が出て 15 分に 17117 の同点。ここ 
で大阪ガスが作戦タイムをとり一 
時は流れは大阪ガスかに見えたが、 
19 分、トヨタ•松尾の退場に大阪 
ガスはあせったのかパスミスから 
トヨタに速攻2本を許し、さらに 
川 田のロングシュ ー トを決められ 
て ふり 切られた。 


得〇 0 4ハ 
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田野地志村田谷坂田 


ガ eg 田 
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審焱 sjPT 


¥] 井森井田井江西野坂村尾元 
動 

S 西富香川酒堀中平白田松杉 
#0 03435030034 
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討田技^7?1 1 T ' 中村荷役 

〔戦評〕立ち上がり両ナームとも 


- 10 - 
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中村荷役運輸株式会社 

代表取締役社長中村昭光 
本社亍 108東京都港区芝浦2 — 3 - 39 

電話東京 (03) 451-4161( 代) 
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激しい^志のぶ.つか irn い「‘双方 
ともに#1¢#3名ずつを出すやや 
&っぼい試 A . U となったが、観客を 
湧かす好ゲ—ムとなった。中村荷 
役はょく走り、点を取れば、本田 
技趼艏本も山||、川崎の若い二人 
が速攻で返した。前半は、本田熊 
本が13—12と1点リードして終了。 

後 f - に入って本田熊本はディフ 
エンスが良くなり、後半5分で 18 
t 14 と4点リード。しかし中村 • 

三^.の銳いロングシュ—卜などで 
20分には25124と1点差にまで追 
い上げる"しかし、本田 GK 中尾 
の&キ L ヒングとべテラン佐伯が 
ょくチ I ムをまとめ、30— 28 .で逃 

げ切づたね 

得〇 〇 6 2 U 2 8 〇 4 51〇 

p 丼塚尾 B 村 i 本戸田田口 

幸 ： -H 

け石飯 r 揉中大下松堀池飯坂 
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_綱： 


5¢ 

熊 h 


本野田代村中：：！崎野伯野 


し屮坂欠荒—:一松 ra 山州長佐長 

y O Q 4 315 9 6 〇11 
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02月 26 日(5) 

徳島■徳島市立体育館 

料ョ vf 1918 MIlr 日鉄建材 

〔戦評〕両チ—ムとも立ち上がり 
から動きが JI く、スピ ー ディなゲ 
I ム展開で一進 I 退。10分過ぎょ 

り卜 Li 夕車体がツ^—トンプのテイ 
フ1ンスでよく守り、 GK の好守 


もあり，徐々に^を広げていった C 
後半に人り、 m 鉄建林も追い上 
げようと全員でよく動いたが、差 
はちぢまらず、 トヨタ 車体の快勝 
であった。 


得〇 01153300 0 1 
J 上村本辺山山原川本嶋 

[0井霜杉池上外清古若王 
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S 智 | T 
* 松原 j P 


#] 田林續野島合 M 井野山上野 

-(* 宮村吉長君河藤松平久井崎 
得.0.0 41160590101 
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◊ 2 月 26 日(日) 
京都•京都体育館 


三 景32 


、〇 1 4^ 
2218 1 


22 


豊 田 


£自動織機 

〔戦評〕前半、豊田自動織機は蟹 
江、諫山らのサィドシユートがょ 
く決まり、三景も福士のミドルで 
応戦するがミスが目立ち、豊田が 
4点リードして前半を折り返す。 

後半5分、ようやくエンジンの 
かかり出した三景が速攻で連続得 


傳〇〇 71 L 


織 

.0 


田村江畑野山内嶺田田浦 

柴中蟹奥大諫山笹新鎌杉 


22 
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g 川藤永卜) K 藤稃 ; aj 原 

[-: 北 Ewifr 福 fel ^ 奔大小木 

^〇4 s 


T 

P 

⑷ 

2 
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点をあげて.逆転"逆 i : じりじりと 
U 1 き離す。その後も豊 m は思ぅょ 
うにぺースをつかめず、結局 1 G 点 
の大差をつけて三景が勝つ。 

◊2 月 27 日(日) 

熊本.本田技統熊本体育館 


3夕 


39 
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本田技研 


自動車？ (21 IU ) 2熊 本 

〔戦評〕前半 5 分まで本田技研熊 
本はポストとペナルティで 311 
と先行したが、トヨタ自動車はキ 
ャブテン川田を中心とする早いパ 
スで本田のディフェンスを思ぅよ 
ぅに 崩し、ポストシュート、サイ 
ドシュ ー トを確実に決め、 20 分に 
は 12111 と逆転。一方本田は、若 
手の川崎が得意のミドルシュ—卜 
で食い下がるが、スピ^~ドに勝る 
トヨタが前半 18114 と得点を広げ 
た。 

後半、本田はトヨタの川田をマ 
ンツーマンでマークしたものの、 
パスミス、 3 回の避場者を出し、 
気合の入ったトヨタに速攻とミド 
ルシュートを連発され、 39136 と 
大差で敗れる。 


得〇 〇 〇 3 2 4 2 2100 3 〇 
2尾本野田代村中口崎野伯野 

⑵ほ中宮矢荒三松 tn 山川長佐捩 


K 

G 


P 

F 


審 




幻并森井出井江酉野坂村黾元 
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[ ^西富呑 Jlf 洒抛中平□田松杉 

078580 00056 
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大阪ガス 30 


“uj S 中村荷役 

〔戦評〕前半、パスワークにもた 
つきのある中村荷役に対し、大阪 
ガスは小さく早いパスでつなぎ、 

中村のディフェンスを崩す。15分 
には速攻、ペナルティーなどで着 
実に得点を加ぇた大阪ガスが 10 — 
5と引き離し始める。さらに、大 
阪ガス GK 福田の好守で中村のシ 
ユートを防ぎ、そこからの速攻で 
加点、21—9と前半で大差がつく。 

後半、やつと調子を取り戻した 
中村は、三尾のロングシユートと 
速攻で加点するが、大阪ガスも加 
地のロングシユ—卜などで得点、 
なかなか差はちぢまらず、30 — 23 
で大阪ガスが勝つ。 


^005141 
W 3 井坂尾田村木成本戸田田口 

S 石飯三塚中大下松堀池飯坂 
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審』 r 
-Is ネ • 


23 

(3) 

丁 

P 

(3) 

30 


X ]田地志村田谷坂田 

レ福加竹中長水田藤 
得〇 7 0 3 4 7 3 6 

◊ 3 月4日 (土) 

埼玉_尸田スポ—ツセンタ— 

大販ガス 31(161511710127 日鉄建材 

〔戦評〕両チームともにスピーデ 
ィは攻防をくり返し' 立ち上がり 
は B 鉄建材のリ—ド。しかし"や 
や単調になった攻，を説まれ、大 
























2 部女子 


誰もいないグランド、音 
のない体育館。そこにス 
ポーツという魔法がかか 
ると、一瞬のうちに興奮 
のるつぼと化してしまう。 


-瞬のきらめ吉と 


チヤレンジヤ — 



セノーも誇り高きチャレンジャ 
一。 より良質の素材を求め、よ 
り精巧な製品を生み出す努力と 
情熱は、世界中のプレイヤーの 
額に光る一粒の汗と同じです。 


日本ハンドボール協会検定工場 

CpSenota^ 

本社/乗京都干代田 g 神田司邱 2-70(03)292-5411 



ジャス n が 

混戦を抜け出す 


阪ガスが速攻、カットィンからの 
得点で逆転。前半は 15-110 と大阪 
ガス S . リードで終/。 

後 T 、 U 鉄建材が立ち上がり2 
点.を連取、3点差にまで詰め寄る 
が' どうしても追いつくことがで 
きず，大阪ガスが逃げ切った。 


得 W 074 U 33000 
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以田.野地志村田谷坂田 

:^隔奥加竹中長水田藤 

得.〇、6342745 
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ヨタ s fllllll 2本田技研 




車体2 GI 11」 2熊本 

〔喊評〕前半立ち上がり、本田技 
研熊本が松村のミドルシュートを 
中心.にボスト、サィドと加点し、 
トヨタ車体のミスもあり一方的な 
陵開になるかと思われたが、本田 

の退場のスキをつきリズムをつか 
んだトヨタが追い上げ同点で前半 


fHm . Q 1152075010 

5:尾本野113代村中口崎野伯野 

&中宮矢荒三松 ffl 山川長佐長 
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岩本' 

池田， 


M 田#-^野島八 n 長井川山上野 

L -^{ s 村 tf 反君河藤松平久井崎 
〇 〇- ^1 3 y 〇 3 7 〇 〇 〇 D 


を終/ 「、 

後半は勢いの出たトヨタが速攻、 
ミドルで4点を連取したが、前半 
とは逆に退場者が出たところを本 
田が追い上げたが、 トヨタ GKO 
活躍もあり、 26122 で トヨタ 車体 
が逃げ切った。 

◊ 3 月12日(日) 

愛知•名古屋市総合体育館 


⑷中村荷役 28 


T4I 

41_ 

S 1 


71213豊田 
_11 J 2自動織機 

〔戦評〕中村荷役は立ち上がり3 
分、堀戸の速攻で先制。その後も 
三屋のロング、速攻などで得点を 
重ねる。一方豊田自動織機は、諫 
山のサィドシユートを中心によく 
反撃し、前半を14— 12 と中村のリ 
— ドで折り返す。 

後半も一進一退の激しい攻防が 
続いたが、中村は大木のカットイ 
ン、ミドルなど自在なプレーが光 
り、粘る豊田をふり切った。 


但寸00283420040 

幻田村江畑野山内嶺田田浦 
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吋 戸 

H 石飯三塚中大下松堀池飯坂 

5守005006425312 

◊ 3 月12日(日) 

栃木*栃木総合体育館 

fvl 17 r トヨ 


26三 景 37 


20 — 


,7.', 

181」 
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28 


夕 


〔戦評〕開始¥々1-1が一方的に 
411- とした 後の ノ ~マークシ ユ 
!卜で トヨタ GK に止められ、流 
れが変わった。三景にとっては一 
気に勝負をつける大事な場面であ 
ったが、これが後半まで試合がも 
つれる原因の 一つと 言える。この 
後、両チームとも速攻を出すが1 
つなぎのパスが不正確なため、選 
手が動く割にはチャンスが生まれ 
ず、ロースコア—のゲームに終始 
するかに見えたが、次第にパスが 
通りだすにつれスピーディな展開 
となり、前半を 17 1 17 で終了した。 

後半になっても、両チームとも 


w - oolo 5640 0 0703 
$) 井森井田江西野坂村尾本本 
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CH 北長田近福福西斉大小 
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速攻キ你のォフ f \ スが続き、得 
点の取り合いとなった。しかし、 
トヨタ GK の再三のファインプレ 
1にもかかわらず三景が終盤ゴー 
ルを決め逃げ切った。 

〔順位〕 

① トヨタ_動車(11勝1分2敗) 

② 三 景(11勝1分2敗) 

③ トヨタ車体 (00 勝1分5敗) 

④ 本田技研熊本 (7 勝 2 分 5 敗) 

⑤ 中村 荷役運輸 (6 勝 2 分 6 敗) 

⑥ 豊田_動織機 (4 勝1分9敗) 

⑦ 大阪ガス (4 勝10敗) 

⑧ 日鉄建材 (1 勝 13 敗) 

〔最多得点賞〕 

上山和弘(日鉄建材)100点 

〔最高得点率〕 

山口康照(本田熊本) 〇 • 777 
〔ペナルティ—得点貸〕 

蟹江文崇(豊田自動織機) 32 点 

〔敢闘貴〕 

斉藤成行(豊田自動織機) 
水谷弘(大阪ガス) 

川田和彦(トヨタ_動車) 


◊1 月22日(日) 

山形•東根市民体育館 


自動車 


GKI 22 


T 3- I 121 


20ムネカタ 


〔戦評〕両チームとも立ち上がり 
からミスの多い展開。ムネカタが 
5 分までに 5 1 3 とリードを奪ぅ 
が中盤から JDKI が追い上げ 27 
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承 


. 1 ^^. 


■料金（税■サ込） 


シングル A - 
シングル! 5 - 
シングル C - 
ダブル…“ 
ツイン •• 


6 ， 100 W 
6 , 500 円 
6 , 700 PJ 

11 ,oooni 
10 , 600 PJ 



■料金（税•サ 込） 

シンク、ル A ..… 6 . 500 MJ 
シンクつレ B … 6 , 900^1 
ツイン•ダブル. 11 . 000 J 1 J 
トリプル . 14,000111 



jJLj 洛古屋 穿 JL 

下530人似市北区南塌町 6-23 代表》06(3 12)5151 亍460名古塚市け 〗「 x •翰 2- 


〒 53 〇 •人北区南®町 6-23 代表® 06(3 12)515 

* 交通新幹線新夫阪駅からタクシーで|〇分 

大 K 空港からタクシーで 20 分（阪神高速）大阪駅から扇町まで徒歩 12 分 


〒460名古庳市中区錦 2-20-5 代表 0052(203)5858 

-交 a 地下鉄東山線伏見駅より東へ徒歩 5 分 

地下鉄東山棵栄駅より西へ徒步 8 分タクシーは名古屋駅より 8 分 


一 -- ■ 奶不^小ゆ、か// 〆 —〇 

•赤 JSijtOClPASJlj _ _山■大阪 ijtOtf フホ 5 ：ル * 妨府_ 沛味ホテル KOLON HOTEL «亂*«<キ 


> i V ： 1yftri$(03)Mr --7. 


★予約センター 

束京予約センター -S 03(583) 1001 
名古思予約センター S 052 (203) 5489 


大阪予約センター 0 06(312) 1751 

北海道予約センターく札幌 〉 SOI I (232)3731 
東北予約センターく仙台〉 S 0?? C ^)0 Q 78 


北陸予約センターく金沢〉 a 0762(40)0«90 
防府予約センター ®0835 (21)6601 

九州予約センター S 092(7 H )35 aj 


分過ぎに追いつき、そのまま逆.転'- 
後半も■ともに VJL1- トミ X が多 
く： 進一退の展開であつたが、相 
手 i スをより多く得点に結びつけ 
た JUKI が僅差ながら逃げ切つ 
た '-D 


026245100 
幻藤妻藤名田井橋野川葉 

S 遠 

[ /■ 遠我，#川大桜高上皆千 


20 


⑷北国銀行 ^ 1 rfZIOA- 


CMV FP 7S 細 U 


3) 


2 

2 


KII . 角 塚 井藤 田田01 口藤 谷谷 

. U - A : 祝石佐上嶋内樋伊古熊 

■得〇 2233510231 

ol 月 28 日(土) 

岐阜*岐阜県民体育館 

ジャ i 77晶二； 

〔 P - 評〕 前半 立ち上がり、ソニ— 
のフプトワ ー クを 使ったディ フエ 
ンスに' ジャスコはシユ 1- r ミス 
をく ■り返し、1 — 6と大きくリー 
ド3れた。しかし、速攻、サィド 

得 ¢3 1.4 033700 1 18 . 

-]朽木原石郷口元本尾 


シ阿料宮白東山藤楠永 


K 

G 


P 

F 


審 


球财、 


X 3 沢田部木 m 藤辺田井田系井 

A 深 々 

U 小吉服佐石近渡常川池寿今 

1217 i 〇 2 5 〇 〇 


( 2 ) 

T 

P 

⑶ 

9 


シ：ユ！卜などで徐々に^連を詰め.. 
.- 1 7の同点で前半終了。 

後半に入ると、どちらもシユー 
トミスが多く、一進一退のゲーム 
となったが、地力に勝るジャスコ 
がせり勝った。 

◊1 月 29 日(日) 

大阪•大阪市立中央体育館 

，ブラザ— 
業 

〔戦評〕序盤.双方とも固さから 
かィージ I ミスが目立ち， ロース 
コア—の展開。お互いシュートは 
放つもののなかなか決定力がない 
まま一進一退。互角のまま前半を 
終了。 

後半に入り先手を取ったのはブ 
ラザー。5分過ぎに13 I 11と2点 
をリ— ドするが、 10 分には同点。 
その後、ブラザ—がなかなか加点 
できず、走力に勝る北国がじりじ 
りと引き離し、結局3点差をつけ 
て逃げ切った。 


ブラザー 


得003215023100 

:1:]薮本木永田上尾保田斐藤栗 

[ r 大岡荒末原道松大野甲進小 


K 

G 


P 

F 


審 


島畸 ' 
VS 伴 


11]戸井田後田川崎川 

眼 林 槁金森 

ZS 木岩上丹松北川北 

得0 01204810130 

◊ 2 月5日(日) 

熊本•熊本県立総合体育館 


7 


(3) 


T 


5) 


20 


23 


「13—8〕〇. 


I ソニー 

工 業2 (10121 国 分 

〔戦評〕前半立ち上がりからブラ 
ザーは果敢に攻めるが、ソニーの 
荒いディフェンスに阻まれてなか 
なか得点できない。一方ソニ—も 
ノ ーマークシユートをプラザーの 
GK の薮の好守にあい、チャンス 
をつぶすといった展開。前半は単 
調なシュートに多かったソニーに 
対し確実にシュートを決めたブラ 
ザーがリードして 終了。 

後半開始後も、一進一退が続く 
が、互いに雑なプレーが目立つょ 
ぅになる。その後も単発のシュー 
卜やシュートミスがあいついで出 
る。結局、ディフェンスの甘さの 
目立ったソニ—に対し、ポスト シ 
ュート、ペナルテイ—スローを確 
実にものにしたブラザーに分があ 
つた 0 


得〇 01010602 
-) 古木原石郷口元本尾 
こ多 

( V 阿斜宮白東山藤楠永 


K 

G 


P 

F 


審 


败？ ！• 


'XI 薮本木永田山尾中田斐藤栗 

b 大岡荒末原道松田野甲進小 

5SEOO 5453003300 


〇 


⑶ 

T 

P 

5) 


23 


◊ 2 月 5 日(日) 

兵庫•神戸市立神戸中央侔育館 
juki 24(1311m912 i 21 北-国銀行 

〔戦評〕前半立ち上がり、両チ ー 


ムともに動きが固く'初得点は4 
分過ぎに juKI がょぅやくあげ 
る。その後、 JUKI が着々と加 
点、10には7—2と大きくリ—ド 
を奪った。しかし、ここから北国 
がリズムを取り戻し、相手の攻撃 
を止める とともに 速い攻めで前半 
終了間際に逆転、 12111 と1点を 
リードして折り返す。 

後半は、序盤は全く一進一退の 
展開だったが、中盤から北国の攻 
めがリズムを失い、 JUKI が逆 
転、 そのまま 逃げ切った。 


得〇 041248100 1.0 
1]戸井田後田川崎川 
tl 林 墒金森 
：：：；木岩上丹松北川北 


K 

G 


P 

F 


審 




〇角塚井藤田田山口原谷谷 

U 大石石佐上嶋内樋伊古熊 
得〇 0125500362 


21 


⑵ 

T 

P 


24 


◊ 2 月 5 日(日) 

静岡•草薙総合運動場体育館 
ジャス n34(mll49j13 ムネカタ 

〔戦評〕ムネカタはスピ—ドのあ 
るフェイントローリングでカット 
インを狙ぅ作戦だが、ジャスコの 
速く、リズムのあるデイフヱンス 
にあい、ミスが目立つ。それをジ 
ャスコはぅまく速攻につなげて加 
点、ジャス n はセットでも池田の 
ステップ、近藤、川井のサイドな 
ど多数な攻めで前肀を14-!9とリ 
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日本か生んた世界のボール 

日本ハンドボール協会検定球 



タチカラのハンドボールは銻ボー，ルと同じ構造のチューブが離れた 
L • B • C 中空製法です。 

株式会社 SPSS: 1 : 


IKn 

後半 1 V - 一ち 上がり’両チームとも 
雑な攻めでミスが H 立ち、3分間 
得点な し。 5分過ぎに それまで 好 
守が光るムネ办夕 G K 遠藤が負傷 
退場1-ると、ジャスコは0冗小深 
田の好守.から速攻を連発し、一気 
にエンジン全開、佐々木、渡辺の 
D ングも 出てムネカタを突き放し 
た" 


号 〇 〇 2 2150 3 〇 

W 藤 Jt 藤名田井橋野川 

^ It - 

IA . M 我伊川太桜高上胬 


K 


F 


審 


5 ■: 


n [ n 田部木出藤辺井田出田井 

深 4 

,し.小 l ! f 服佐石近渡川池東稲今 

O J 4 31388402 

◊ 2 月 18 日(土) 

茨城•岩井総合体育館 


3 


(3) 

T 

P 


34 


北国銀行35 


15— S 1 5ソニー 
一 1916 1国 分 

:戰評〕先取点は、 ib 国が PT で 
.とる cm 分には 511 と地力に勝 
る北！：が.リードする。 II 分にはソ 

二—斜木の退場の間に北国が2点 

を連，その後も北国が金のチヤ 
ン K . メ —力！としての活躍などで 
7*一をリ I ドして 前1^を終了。 

陵半も〇:^木戸の好守もぁつて 
北固のペ！ X は変わらず、速攻で 
得点を重ね、1£!分! I は北国の堅い 
デイフ K ンスを@甘ず、^点は 
除々 U 広がる，残り6分で北国は 


メンバ ー を yj り替えする帝裕を見 
せて大勝した。 


旦す〇 02030613 

d 石木原石郷 U 元本尾 
こ多 

CV 阿斜宮白東山藤楠永 


K 

G 


F 


審 


刪 r 


V 

IX 

(3) 

T 

P 

⑶ 

5 

3 


『角塚井藤田田山原谷谷 

ル大石石佐上嶋内伊古熊 


K 

G 


審 




13ムネカタ 


li ] 戸井田後田川川木 
S 林 槁金 
U 木岩上丹松北北鈴 
#00153691360 

◊ 2 月 18 日 (土) 

三重•ジャスコ体育館 
ジャス ^27^ TT 6 M 12 loj 22 JUKI 

〔戦評〕前半10分までは l 点を争 
ぅ互角のゲ—ム展開であったが、 
ジ ャスコに 速攻が出始めてから一 
気に差が開いた。 

後半に入るとジャスコの攻守の 
リズムが悪くなり、佐藤のロング 
シュ—卜、古谷のカットインなど 
で JUKI が追い上げたが、今一 
歩及ばなかった。 


◊2 月19日亘 

愛知•半田市伸育館 
ブラザ—3「2015〕 

H 業3 1 13 I 8 J 

〔戦評〕早い展開で始まり、ブラ 
ザーの荒木、.道上を中心とした攻 
撃に ムネカタは 防戦一方になって 
しまい、15分過ぎには10点の大差 
がついてしまった。その後もブラ 
ザ—は速攻などで得点を重ね、勝 
負を前半で決めてしまった。ムネ 
カタは，フロ— 夕—の攻撃が止め 
られ、ポストとの攻撃ができず、 
ディ フヱ ンスも前に詰め遅れが目 
立った。 

後半、ブラザーはメンバ—を変 
えて臨んだため攻撃がチグハグに 
なり一進 I 退となつた。しかし、 

10分過ぎから荒木、道上らを入れ、 
そのまま 逃げ切った。 


等〇 00515110 
幻藤妻藤名田井橋野川 

^ E - 

( M 遠我伊川太桜高上皆 


2 

2 

⑸ 

T 


K 

G 


P 

F 


審 


S 柿： 


ブ 


薮本木永上尾保田斐藤栗 
久 

大岡荒末道松大野甲進小 


TTrnta 部木田藤辺井田田系井|⑸ 
深 々 

[^小杏服佐石近渡川武池寿今_ 
W^0353r^40nv700 - ^ 


^00817018221 

◊ 2 月 26 日{日) 

徳島•徳島市立体育館 


T 


(5) 


33 


IO ?3 


17ムネカタ 


ソ 

国 分 3 ( 16 . I 9 J 

〔戦評〕両チームともにハンドリ 
>■ グ.ミス、 シュートミ X なレ」^さ 


のとれない滑り出しであった hIO 
分を過ぎた頃から.ソニーが連攻を 
含めて4点を連取、先に：ぺースを 
つかんだ。一方ムネヵタは、長身 
桜井をポストに置いて攻撃をしか 
けるが、 ソニー の堅いディフェン 
スに阻まれて得点がのびず、14— 
8で前半を折し返す。 

後半に入っても、ソニーはキヤ 
ブテン藤元を中心にコンビプレー 
や速攻で得点を重ね、大差をつけ 
て勝った。 


ii マ〇 01244231 

幻藤妻藤名田井橋野川 
^ ;t.J 

( M 遠我伊川太桜高上皆 


K 

G 


審 


中 

岡 


51 


-] 石木原石郷口元本尾 
こ多 

3 CV 阿斜宮白東山骤楠永 
1.得〇 330251205 


7 


(4) 

T 

P 


30 


⑴ジヤスコ29 


f 1712 M 2 S 銀行 

〔戦評〕前半、渡辺のロングシュ 
—卜で先行したジャス n は、その 
後も GK 小深田が北国銀行のシュ 
—卜を阻止、速攻につなげて確実 
に得点したのに対し北，国は20分に 
相手に退場者が出たチャンスを生 
かすことができなかった。 

後半、北国は松田のパスヵット 
で得点、リズムに乗るかと思われ 
たが、ジャスコのスピ ー ドにディ 
フェンスがついていけず、得点差 
を- Lril . l めるここができなかった、 
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得〔ブ丁-：! 
〇大教 I 
0岡苹 f 
9准未 
2 4^ ?k 


0原 

!H 

3道 

上 

〇松 

尾 

a m 

中 

1大久保 

5野 

田 

0中 

斐 

0小 

栗 

20 

⑺ 


G K 


F F 


審 

堀•茨 
田 木 


0000674 
11]一 a 井 H 後田川崎川 

A 墙‘<1>苻 
::|木岩 h / t 松北川北 


H 


(3) 


K 

C 


ifl 漏7 


」 P 


vm 田部木 H 3 藤辺石井田 EH 出 

txif ■マ 

レ小吉服佐石近渡常川武池東， 

得 P 〇 1126 615 〇 61 一 29 

◊ 2 月 26 日(日) 

京都■京都市伸育館 
〇ラザ業 Mll 1109一 2 JUKI 

〔戦評〕開始直後ょり1点を争ぅ 
緊迫した.ゲームとなる 。 JUKI 
は佐藤のカットィン、ミドルを、 
ブ-フザ111荒木、末永のミドルを 
軸に得点を重ねていく。前半終了 
ま.でシ L V 1ゲームが続いた。 

後 t もシ I ,ソ—ゲームが続き、 
ブラザ—のパスミスを確実に得点 
に結び0けた JUKI がやや有利 

かと思われたが、土檀場で得た P 
T を.晻実.に.決めたブラザーが1点 
蒺で勝利を得た。 


0 0 73 5 0 110 2 

U 角塚 lh •藤田田山原谷林谷 

U 大■心石佐上嶋内伊古大熊 


9 

(4) 


0 3 月 4 日 

埼玉二尸田 スポーツセンタ I 

北国銀行 392 m 9 M 85 V ムネヵタ 

〔戦評〕前半、此国銀行はパスカ 
ットからの速攻などを連続して決 
め、13分には10—3として試合を 
決めてしまった。ムネカタはボス 
卜へのパスを読まれ、苦しい展開 
となる。 

後半に入っても、北国は上田、 
松田の速攻、丹後のミドルなどで 
差を広げ、 39113 で勝利。ムネカ 
夕は大型ポストを生かし切れなか 

つた。 


&寸0002361010 
幻藤妻藤名田井橋野川野 
^11-- 
:: i 遠我伊川.太桜高上皆菅 


K 

G 


審 


油獅、 


S3 戸井田後田 川 崎 川 

§ 林 槁金森 

C 4 木 岩上丹松 北川北 

#0 01776632322 


3 

⑷ 

T 

P 

( 2 ) 

9 

3 


13シヤスコ 


◊ 3 月11日 (土) 

愛知•名古屋市総合体育館 
ブラ ザ！ 67- 
工業 1 9- 

〔戦評〕お互いにプレーを知りつ 
くしている両チームの対戦となつ 
た。ゲ—ムは GK の好守、また P 
T ミスもあり、15分を経過して2 
— 2の01スコァ IC 0 展開。その 
後ジャ X コは川并の連続得点で引 
き離したかに a えたが、対するブ 


ラザーも野3のサィド、道卜のボ 
ス.卜で反撃寸る」 

後半は、ディフェンス.に粘りの 
出てきたブラザーがぺースをつか 
み、攻撃でもポストプレーを中心 
に得点を重ねる。ジヤスコも必死 
に追いすがるが及ばず、無念の涙 
を飲んだ。 


但寸〇 00121045000 
^]田田部田藤辺石井田出系井 


ジ 


小吉服石近渡常川池東寿今 


K 

G 


P 

F 


審 


1 


E ] 薮本木永田上尾保田斐栗 
灯 ス 
[7大岡荒末原道松大野甲小 
得〇 0312211600 

◊3月|2日0) 

栃木•栃木総合体育館 


>UK 


—ilff 

广1 


1 -53 


15 


スが連続し. rv 通り始め、得点差が 
広がり始め、そのまま終了した。 

得〇 25061830 
勺石木原石郷口元本) 4 

こ多 

CV 阿斜宮白東 山 藤楠永 


K 

G 


P 

F 


審 


J 雜 


13 U 角塚藤田田山口原谷林谷 


(3) 

T 

P 

(3) 


6 


ニー 

‘国 分 

〔戦評〕ソニー国分の再三の当た 
りの激しいディフヱンスに対し、 
JUKI はシユ—卜の正確さを欠 
き、得点が伸び S み、それに.対し 
ソニーは JUKI のミスしたボー 
ルを拾って速攻主体のオフヱンス 

にょり先行し、前半を終了した。 

後半になり 、 JUKI •佐藤の 
PT を含めた得点が続き始めて逆 
転し、その後は追いつ追われつの 
展開となった。中盤から運動量の 
ある JUKI のオフェンスに対し 
て対応の鈍ってきた V _• i I に対し 
立ち上がりのボスト、サイドのパ 


U 大石佐上嶋内樋伊古大熊 
得〇 11241011 LP 

〔順位〕 

① ジャス n (9 勝1敗) 

② 北国銀行 (7 勝 3 敗) 

③ ブラザーエ業 (7 勝3敗) 

④ •—1 UKI (4 勝1分5敗) 

⑤ ソニー国分 (2 勝1分7敗) 

⑥ ムネカタ(10敗) 

〔最高得点賞〕 

野田真代(ブラザーエ業) 55 点 

〔最高得点率〕 

野田真代(ブラザー) 〇 • 705 

〔ペナルティ—得点賞〕 

北川真弓(北国銀行) 

〔敢豳賞〕 

松田史佳(北国銀行) 

宮原久美子(ソニー国分) 

藤元貴子(ソニー国分) 
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88 ソウルオリンビック公式試合球 


„ MTH 3 AD 

/MM SelMted 

/Mi mol ter 

%〇 ^ xn °^ / 


m 


日本で最初の国際ノ、ンドボール連盟 ( I . H . F ) 
公認球、モルテンノ \ンドボール。その独特 
のリブ形状とパネル間の段差によ V 32 
面体ノンスリップ構造”で;確かな手がかり 
をつくり上け:世界中のノ、ンドボーラーから 
高い信頼を集めていま丈そしていま、新 
たに ’88ソウルオリンピンクの公式試合球 
に決定/その真価を発揮します. 

molten 

株式会社 

東京本社東京都墨田区横川5丁 05-7 〒13 C 〇城 防-役1ぬ 
大阪.名古屋■福岡.広島•礼模.ロサンゼルス US.A.. テ1ノ セルト』 0W.G 


果樹園と高原と0 
山梨の自然のおいしさを 
お菓子にたくし t、 日本全国へ< 


Chateraise 

株式合社シゃ H し-せ 

山梨県東八代郡中道 E ： 下曾根1〒■七 
電話 ( G 55?)6&-&〗51( 太代） 
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鰺青 青今柏青 
ヶ森 木森 
沢東 森別農南 


29 

45 20 

1 I 

33 22 34 26 
1111 

3713 27 

1 1 I 

24 

1 

39 

1 

17 

1 J 

1519 

1111 

21211417 

1 1 1 
1212 24 

1 

6 

15 


20 

日 


野 

辺 

地 

町 

育 


荻荻新 


目〇福保保〇 
ク キ 

組 組 

黒 生谷谷 


19 1912 

I I I 

13 1411 


武武国 小小白 
分 石石 
蔵藏寺 川川鷗 


山山野 

津 南南束 
崎崎 ffi 


科科福 雪霄 

技技牛 U tf 


府府小 大大青 五五創 

中中平 

東東南 崎崎山 商商価 


14 36 25 

I I I 

13 9 7 


30 45 28 

III 

7 218 


20 2718 

I I I 

6 311 


212122 

I I I 

191616 


25 IS 

I ! 

13 ]3 


1310 

n 


2018 

I I 

1113 


23 26 2317 
1111 
17 61615 


2819 

I I 

1113 


ス裹▼ド東高 ▼ A 
ポ A 法:ス椒山夺 i 小 
$ン勝ポハ ％ 回学 
少ド 少ン / J 、 戦男 
12 子 


横浜分校 

三本木 

青森山田 

五所川原 

十和田ェ 


野辺地 


巨 黒 
C 

〇ヶ組 
三 鹰 
三 鹰 
野津田 
〇コ組 
成 城 
成 城 
白 鷗 
〇サ組 
八王子東 
八王子束 
国分寺 
0 シ組 
園 芸 
園 芸 
篠 崎 
〇ス組 
江東エ 
江東エ 
新 宿 
〇セ組 
南 野 
南 野 
館 

0 ソ紐 
聞 成 


第4回東楢カップ選手権 


(12月3、4日/東根市民体育館) 
< I 般男子〉 

▼ i 回戦 
真室川ク 

太石田矢作会 

山形新球会 
山形大 
►準決勝 
真室川ク 

山形新球会 

▼決勝 


23—13尾花沢ク 
29117 新庄ク RC 
22—13新庄ク 
41—5 東根ク 


19118 大石田欠作 会 
20 1 17 山形大 


山形新球会23 


へ 71 11 ノ 

12—8 

2 —— 1 

パ2 ——3 y 

3 p T C 2 


23 真室川ク 


35—8 桜華ク 


〈一般女ィ〉 

▼ 10 戦 

山形女 T - 教 a 

►決勝 

米沢女高れ 

O G 会。 

〈少年男子〉 

▼1 冋戦 

北村! II 尚 B 2217 山本7闽岛 


26 


12—2 

8—7 


11!形 

1女子教員 


1517 青森商 

3314 野辺地エ 

27—00 青森東 

30—3 今 別 


篠 崎 
青山学院 
青山学院 


豊多摩 
大 泉 


野辺地 
三本木 

青森中央 


青森西 
青森中央 
▼決勝 
青森 E 


(11 月19、 

館ほか) 

<男子〉 

回戦 

青“森.南 

青森東 

: E 木農 

今?1 

靑脔商 

▼ y.l 冋戰 

野辺地 

tic 森来 

f 沢 

#森•商 

▼■勝 

野辺地 

靑：森商 

▼決勝 

育#商 

《女> 

▼1回戦 

野辺地 

青森.西 

「，本木 

主 M 森中央 

▼準決勝 



館 

昭 和 
昭 和 


広 尾 
世田谷エ 
世田谷エ 

久留米西 
昭和ーエ 
昭和 ー エ 

犬 泉 


28—18 
32-13 
27—8 

22—19 
キケン 
キケン 

18—7 
3312 
16—9 

21—12 
31 —6 
27—5 

^—9 


(日程、場所不明) 
〈男子〉 

▼予選リーグ 
〇ァ組 

東大和南 22110 
東大和南20—11 
ififli 21—9 
〇ィ組 

学大附 10—9 
学大附 23—7 
青 山 23—6 
〇ゥ組 

錦 城 25 1 18 
錦 城 27 1 22 
小平南 24117 
〇エ組 

富 士 26—12 
富 士 10—6 
広 尾 11—7 
〇才組 

，府 中 23—2 
府 中 14 1 11 
久留米西 24115 
〇力組 

豊多犖20-—17 


20—7 

19110 
11—9 

6-4〕 

4—4 j 


103 


2 —— 1 
6 — 6 


1218 
7-4 


5-4 

713 


東根エ商< 

北 S 凉< 

► 2 回戦 

北村山髙 B 
東根エ高 B 
東根エ高 A 
北村山商 A 

▼準決勝 
東根 H 高 ‘ B 
北村山高 A 

►決勝 

北村山髙 A 23( 

〈少年女子〉 
▼ 1回戦 

北 S 高 B 

►準決勝 

日大山形高 
北村山高 A 

▼決勝 

日大山形高10一 

〈中学男子〉 
▼決勝 

東根一中 A " 

〈中学女子〉 

東根|中 A 00 ( 


各地の_から… 


〈小学女； i : 

►1 冋戦 

^I5»l ; 'y > 514 高崎小 
►決勝 


小田島 T —0東 根 

ハンド K ポ少 一^と ハンドスポ少 



東京都高校新人大会 


新^：エ高 

山.形エ高 B 
山形 H 高 A 

真室川高 
寒河江 H 高 
日大山形高 

北村山高 B 
東根ェ高 A 


8東根ェ高 B 


山本学園高 
北村山高 B 

米沢女高 


8北村山高 A 


9東根‘中 B 


7東根 I 中 B 


神町ハンドク 

小 田 a ハン 

ドスポ少 


7 高崎小 
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日日〇大小小 O 砂田田 O ▼ A 
う い あ予女 

組 組 組選子 

野野 崎岩岩 川無無 リ V 


小調駒井開 
布大 

岩此高草成 


10 3 14 1613 1316 710 716151313 


篠篠目 
崎崎黒 


羽羽 g 
蔵 
丰す 

j •ふ • 丄 111 

村村東 


八八大 

雲雲崎 


野野砂 
津津 
田田川 


大大城 砂砂清 
泉泉 

丘丘北 川川瀬 


足足石 
神 

立立井 


尚同人 

森 

岛島東 


稲稲府 

本本 

忠忠片 

光光 

中 

西 



城城西 

所所 

生生倉 

丘& 


城城江 
西西北 


葛葛蒲 
西西 
南南田 


氷水 m 

山山平 


29 

30 22 52 

1 I | 

17 28 25 

1 I I 

1 

12 

1 

21818 

1 1 1 
91012 


25 

1 

26 47 34 

1 | I 

27 2018 

1 1 I 

16 22 29 

1 I I 

3128 37 

1 I I 

27 30 26 

I I I 

24 2128 

I I I 

19 3212 

I I I 

231715 

I I I 

24 25 
j 1 

16 

1 ! 

8 2 9 

1 1 

151514 

10 612 

1 1 1 

81113 

1 1 

5 710 

1 1 1 

191511 

1 1 1 

1113 6 

1 1 

191410 

1913 
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毎月20日全国書店にて発売中/ 

1冊¥600年間 購読 （ 1年間彳2冊 • ¥7, 200 /半年間6冊 • ¥3,600) 

㈱ スポーツイベント 〒101 東京都千代田区神田小川町 1-9 川上ビル 3 F S 03-294-5231 ㈣ 


早大学院 
葛飾野 
〇ノ組 
秋留台 
明星学園 
久留米 
〇ハ組 
日大二 
日大二 
安田学園 
〇ヒ組 
東京菅生 
東京管生 
清 瀬 
〇フ組 
墨田川 
墨田川 
城 北 
〇へ組 
東村山 

東村山 

南多摩 

〇ホ組 

修 徳 

修 徳 

石神井 

〇マ組 

立 川 

立 川 

小金井北 

〇ミ組 

小 岩 

小 岩 

大森東 

0ム龃 

東人和 


武蔵村山東 

〇ぇ組 
菊 華 
菊 華 
H 黒 


府 中 
八王子東 
農大一 
東村山 

東 京 
日体荏原 

東 京 


13拓大 


東京 f 
ra 体荏原 f 
農大一17 — 
東村山201 
拓大 一21— 
▼準々決勝 
明 星32— 
東 京 28 — 
日体荏原33— 
拓大 一31— 
▼準決勝 

明星19— 
拓大 一17— 
▼3 位決定戦 
日体荏原21— 
▼決勝 


明 星 16 


、〇 I 


19— 8 
1511 
141 

8—1 
1 1 

5 — 0 
2 1 

1115 

3314 
22—0 
33—4 

20— 5 
キケン 
キケン 


深 川 
深 川 

久留米 
秋留台 
明星学園 

安田学園 
南葛飾 
南葛飽 


南多摩 

武蔵野北 

武蔵野北 


小金井北 

武蔵村山 

武蔵村山 


贲十森 


武工大附 

上 野 

上 野 


武蔵村山東 

田 無 

田 無 

葛飾野 


Hlln 

1415 

511 
11 

1419 

5 1 5 
1 

25—6 
36—4 

24—7 

21 1 16 

33 J 

3013 

813 

1 1 

23—7 

2317 

7—3 

1 1. 

24117 

14—60 

22—6 

キケン 

キケン 


開 成 

m 波太刺 f 
〇 夕 111 

梭戋林 

片 倉 
0 チ m 

東 京 
* 京 

0 

0 ッ蛆 

H 0 ムロ 

U 野ム a 

府中雨 

G テ組 

¥実 

攀 実 

武エ大附 

0 >組 

秋 川 

秋 川 

尚 平 

■0 ナ紕 

井 草 

井 草 

蒲 田 

齣九高 

駒 A ; 高 

n :■!!: 

0ヌ耝 

N 立 

闰立 

諉村山束 

0 ネ組 

5学院 


〇メ礙 

江1一川 23 17 明 正 
江戸川 28 —5 昭和一 
明 正 キケン 昭和一 
▼決勝トーナメント1回戦 
学大附 1719 東大和南 
目 墨 26 — 12 保 谷 
成 城 28 — 18 一二 0 
八王子東 25113 園 芸 
東京 42 —G 桜美林 
日野台 25111 早 実 
早大学院28124国 立 
日大二17—7 秋留台 
東京菅生 24110 墨田川 
東大和19—21江戸川 
► 2 回戦 

明 星33—10学大附 
錦 城20|19富 士 
府 中 23113 豊多摩 
日 野 20— I 1 目 黒 
神 代 27122 成 城 
八王子東28—19江東 H 
開 成21—17南 野 
東 京 29 —5 中大附 
日体荏原 35116 日野台 
井 草27 I 22秋 M 
駒大高 18117 早大学院 
農大一17—15日大二 
調布北25—11東京菅生 
東村山22—21修 徳 

小 岩 918 立 川 

拓大 一 20110 東大 g 

▼ 3 回戦 

明 星 38 110 .錦 M 

府 中 1019 a 野 

八王子東19115神 代 
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菊小； r 江富富〇桐福福〇広葛葛〇共 

慮_ m . 4飾飾贏立 

華岩卜川士士 朋生生 尾野野 二 

] 


白白一 
鶴鶴商 


雪雪広 武武共 
立 

谷谷尾 蔵蔵二 


回 

井学 日田戦上上江 

大館 戸 

f it 野無 野野川 


荻荻墨 

府府国 

本本 

田 

中中 


窪窪川 

東東立 

所所 


闻 葛葛日 保保武 吉吉清 三三豊 
分 飾飾大 § 祥祥 多 
寺 商商二 谷谷女 女女瀬 商商摩 


五〇 h 赓鹿〇武柬東〇清小小〇豊 苁 立 〇 明 〇 墨件井 〇 m 

■、.待 1 Sf ” ，し 草 4 立 


あなたの銀行 






@ 


北國銀 



本店 

石川県金沢市下提町 

店舖 

石川、富山、福井、東京、 
大阪、名古屋、京都133ヶ店 
事務所 

ニューヨーク 


五 商 
国分寺 
〇そ組 
園 芸 
園 芸 
I 商 
〇た組 
南 野 
南 野 
八王子東 
〇ち組 
府 中 
府 中 
武蔵野北 
〇っ組 
文華女 
文華女 


青山学院 

神 代 

R 野台 


明星学園 1 D . I 4 
石神井 22—3 
東大和 17—7 
五 商 16—2 
江東商 2315 
立大杉並 915 
文華女 18—10 
富 士 9—〇 
▼ 2 回戦 

佼成女 27110 
菊 華13—11 


神代 
石神井 
日体桜華 
江東商 


石神井 
江東商 


16 — 4 
1415 
11—7 
21—4 


文中杉並15—10 

藤村女19! 

► 3 回戦 

佼成女 26—11 


81 〇 
11 

813 
1 1 


藤村女21—11 
▼.準決勝 

佼成女 13111 
江東商20—13 
▼3 位決定戦 
石神井 15113 
▼決勝 


佼成女 28 


立教女 
小 平 
農大一 
園 芸 
南 野 
府 中 
葛飾野 
福 生 

小 岩 
青山学院 
日野台 
明星学園 
東大和 
五 商 
文華女 
富 士 

菊 華 
神代 
日体桜華 
文大杉並 

石神井 
藤村女 

藤村女 


16 江東商 



和歌山県高校新人大会 


n 爿7|9』\新宮囊 .) 


〈男子〉 

▼1 回戦 
那 賀 
笠 田 
貴志川 
近大附 
箕島 

県和歌山商 

海 南 

市和歌山商 

▼ 2 回戦 
那 賀 
貴志川 
箕島 
海 南 
1 
那 賀 
海 南 
▼決勝 

那 賀24 

〈女〉 

▼1 回戦 
貴志川 
御坊商工 

▼ 2 回戦 
笠 田 
新 宮 
貴志川 

一 

那 賀 
►準決勝 
笠田 
那 貿 
►決勝 


22— 9 
9 —— 8 

23— 9 

17—00 

4—3 
1± 1 

2719 

8—8 
1 1 

- PTC ! 

34—5 

36—1 

513 
2 1 

91〇 

IX IX 

1917 

312 
2 1 

4 — 9 
2-1 


:M 


13—9 
1911 


新 宮 
御坊商工 
新宮商 
紀北農芸 
耐久 
桐 蔭 
粉 可 

丄 

和歌山東 

笠 田 
近大附 

県和歌山商 
市和歌山商 

貴志川 
箕 島 

8海 南 


箕 

海 


島 

南 


f -5 県和歌山商 

2110 新宮商 




11粉 河 
リ p TC 4 

914 御坊商工 

1715 貴志 ill 
17 .— 7 新 宮 




ヅ 

モ 

の 

ち 

だ 

私 

が 

V 

つ 

お 

の 

ろ 


ま 

© 


東村山 
東村山 


八王子東 
調布北 
調布北 

武蔵野北 
農 業 
農 業 


桐.朋 

小金井北 

小金井北 


〇 お組 
0 
館 

叙 A - 和南 
0 か組 
学人附 
学太附 
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